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は
じ
め
に

　石
田
三
成
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
徳
川
家
康
と
の
合
戦
で
あ
る
関
ヶ
原

の
戦
い
に
て
敗
北
し
た
武
将
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
ろ
う
か
。
家
康

に
刃
向
か
っ
た
者
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
近
代
に
な
る
と
多
く
の
研
究
者
達
が
史
料
を
分
析
し
て
、
歴
史
学
の
立
場

か
ら
三
成
に
つ
い
て
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
悪
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
は
な
く
、
知
将
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
先
行
研
究
と
し
て
は

今
井
林
太
郎
氏
、
中
野
等
氏
、
太
田
浩
司
氏
と
い
っ
た
方
々
の
著
作
が
あ
り
、
三

成
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
新
修

　彦
根
市
史
』
に
も
三
成
の
佐

和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
な
ど
の
章
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
伊
藤

真
昭
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
三
成
の
佐
和
山
城
の
入
城
の
時
期
は
、
天
正
一
八
年

（
一
五
九
〇
）説
や
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）説
で
は
な
く
、天
正
一
九
年（
一
五
九
一
）

四
月
説
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
。

　三
成
は
豊
臣
秀
吉
の
側
近
と
し
て
検
地
な
ど
の
政
策
を
実
行
し
て
い
た
。
豊
臣
政

権
の
中
枢
で
活
躍
し
て
い
た
三
成
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
は
三
成
が
佐
和
山
城
主
と
し

て
ど
の
よ
う
な
政
策
を
行
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
た
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は
先
行
研
究
を
基
に
、
三
成
の
佐
和
山
城
主
と
し
て
の
政
策
に
つ

い
て
注
目
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
三
成
の
政
策
に
つ
い
て
他
の
武
将
の
政
策
と
比

較
し
、
ど
の
よ
う
な
点
が
異
な
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

第
一
章
で
は
石
田
三
成
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
歴
史
を
追
っ
て
述
べ
て
い
く
。
第

二
章
で
は
、
三
成
の
佐
和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
通
説
と
さ
れ
て

き
た
二
つ
の
説
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
共
に
、
通
説
の
問
題
点
及
び
伊
藤
氏
に
よ
る

新
説
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。
第
三
章
で
は
、
三
成
が
領
内
に
出
し
た
掟
書
を
基

に
、
佐
和
山
城
主
と
し
て
の
政
策
に
つ
い
て
、
ま
た
、
三
成
の
代
わ
り
に
領
内
支
配

を
行
っ
て
い
た
三
成
の
父
と
兄
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。
第
四
章
で
は
三
成
の
政

策
に
つ
い
て
、
織
田
政
権
下
の
羽
柴
秀
吉
の
政
策
と
比
較
し
、
異
な
る
点
を
考
察
し

て
い
く
。

第
一
章

　
石
田
三
成
に
つ
い
て

　ま
ず
は
、
石
田
三
成
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
中
野
等
「
石
田
三
成
の
居
所
と
行

動
」1
を
参
考
に
述
べ
て
い
き
た
い
。
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　永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
、
現
在
の
滋
賀
県
で
あ
る
近
江
国
の
坂
田
郡
石
田
に

生
ま
れ
る
。
幼
名
は
佐
吉
と
い
う
。
父
は
土
豪
で
あ
っ
た
石
田
正
継
で
、
兄
は
正
澄

と
い
う
。
正
継
は
、
北
近
江
の
戦
国
大
名
で
あ
っ
た
浅
井
氏
に
仕
え
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。浅
井
氏
の
滅
亡
後
、論
功
行
賞
と
し
て
豊
臣
秀
吉
に
浅
井
氏
の
旧
領
で
あ
っ

た
江
北
三
郡
が
与
え
ら
れ
、
後
の
長
浜
と
な
る
今
浜
に
入
る
。
程
な
く
し
て
、
三
成

は
秀
吉
に
仕
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　三
成
の
行
動
が
史
料
的
に
確
実
な
も
の
と
な
る
の
は
、天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）

以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
天
正
一
一
年
一
月
二
三
日
、
淡
路
国
の
菅
達
長
が
秀
吉
に
対

し
て
謀
反
を
起
こ
し
、
そ
の
鎮
圧
に
関
し
て
広
田
蔵
丞
に
書
状
を
出
し
て
い
る
。
こ

の
時
の
実
名
は
「
三
也
」
で
あ
り
、
こ
の
書
状
で
も
「
佐
吉
三
也
」
と
署
名
し
て
い

る
。
こ
の
頃
は
賤
ヶ
岳
の
戦
い
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
北
近
江
に
お
り
、
正
確
な
居

所
は
不
明
で
あ
る
が
概
ね
秀
吉
に
近
侍
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）、
前
年
の
天
正
一
二
年
（
一
五
八
六
）
と
同
様
に
、

秀
吉
に
近
侍
し
て
年
を
越
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
雑

賀
攻
め
に
も
従
っ
て
い
た
。
七
月
一
三
日
、
秀
吉
が
従
一
位
関
白
に
任
じ
ら
れ
る
の

に
伴
い
、
三
成
は
従
五
位
下
治
部
少
輔
と
な
る
。
こ
の
前
後
に
実
名
を
「
三
成
」
と

改
め
た
よ
う
で
、
天
正
一
三
年
と
推
定
さ
れ
る
一
二
月
二
八
日
の
上
杉
景
勝
宛
て
の

書
状
に
は
「
三
成
」
と
署
名
し
て
い
る
。

　天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）、
秀
吉
の
居
所
が
大
坂
の
た
め
、
三
成
も
大
坂
で
近

侍
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
年
、
越
後
の
上
杉
氏
に
連
署
状
な
ど
を
出

し
、
上
杉
景
勝
の
上
洛
を
促
し
て
い
る
。
景
勝
の
上
洛
の
た
め
、
三
成
は
北
陸
道
を

北
上
し
、
五
月
二
八
日
に
は
加
賀
国
森
本
で
景
勝
主
従
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
以
降

は
、
三
成
は
景
勝
ら
と
同
行
し
て
お
り
、
六
月
七
日
に
近
江
を
経
て
夜
に
入
京
し

て
い
る
。
六
月
一
〇
日
に
使
者
と
し
て
改
め
て
京
都
の
百
万
遍
に
出
向
い
て
い
る
。

一
二
日
に
景
勝
は
大
坂
へ
向
か
い
、
一
五
日
に
三
成
は
景
勝
一
行
を
招
い
て
大
坂
の

屋
敷
で
饗
宴
を
行
っ
て
い
る
。
景
勝
は
そ
の
後
、
六
月
二
四
日
に
下
洛
し
て
い
る
。

ま
た
六
月
に
は
、
織
田
信
長
の
時
代
か
ら
堺
の
奉
行
を
勤
め
て
い
た
松
井
友
閑
が
罷

免
さ
れ
、そ
の
後
三
成
が
堺
の
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。天
正
一
五
年（
一
五
八
七
）

三
月
一
日
に
九
州
平
定
戦
の
た
め
秀
吉
が
大
坂
を
出
発
し
て
お
り
、
三
成
も
こ
れ
に

従
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
帰
陣
し
た
後
は
秀
吉
に
近
侍
し
、
ま
た
、
政
権
と
島

津
氏
と
の
取
次
も
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
に
は
、
堺
の
奉
行
が
正
澄
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
は
関
東
平
定
戦
に
臨
ん
で
お
り
、武
蔵
国
の
忍
城
（
埼

玉
県
）
の
水
攻
め
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。『
伊
達
家
文
書
』
所
収
の
秀
吉
の
陣
立
書

に
は
、
三
成
は
一
五
〇
〇
人
を
率
い
て
出
陣
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

二
月
二
八
日
に
京
都
を
出
発
し
、
四
月
三
日
に
小
田
原
付
近
に
到
着
し
た
。
五
月

二
六
日
頃
ま
で
秀
吉
の
陣
所
に
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
上
野
国
館
林
城
（
群
馬

県
）
を
攻
め
、
五
月
三
〇
日
に
は
開
城
さ
せ
て
い
る
。
六
月
四
日
に
は
館
林
を
出
発

し
、
五
日
以
降
は
忍
城
を
包
囲
し
て
い
る
。
六
月
一
三
日
、
三
成
は
忍
城
を
水
攻
め

に
す
る
策
が
書
か
れ
た
書
状
を
浅
野
長
政
ら
に
出
し
て
い
る
。
北
条
氏
は
七
月
五
日

に
降
伏
す
る
が
、
忍
城
は
そ
の
後
も
籠
城
し
、
七
月
一
六
日
に
落
城
し
た
。
関
東
平

定
戦
の
後
は
、
大
谷
吉
継
ら
と
共
に
奥
羽
仕
置
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
帰
途
は
不
明

だ
が
、
一
一
月
三
〇
日
に
島
津
義
久
ら
を
茶
席
に
招
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
頃
に
は

在
京
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　佐
和
山
城
へ
の
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
天
正
一
八
年
説
と
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
説
が
あ
る
。
こ
の
佐
和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で

述
べ
て
い
き
た
い
。

　天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
四
月
二
七
日
付
で
近
江
国
内
の
犬
上
郡
・
坂
田
郡
と

美
濃
の
蔵
入
地
の
代
官
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
の
五
月
一
一
日
、
秀
吉

が
三
成
ら
沿
道
の
諸
将
に
喜
連
川
氏
女
房
衆
の
宿
送
り
を
命
じ
て
い
る
。2
必
ず
し

も
三
成
の
居
所
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、「
佐
和
山

　石
田
治
部
少
輔
」
と
書
状

に
書
か
れ
て
い
る
。
七
月
一
五
日
、
三
成
は
島
津
義
久
ら
か
ら
贈
ら
れ
た
盆
の
祝
儀

を
大
津
で
披
露
し
て
お
り
、
秀
吉
と
共
に
大
津
に
い
た
。
奥
羽
の
争
乱
が
鎮
ま
っ
て

お
ら
ず
、秀
吉
か
ら
新
た
な
兵
を
派
遣
す
る
命
令
が
六
月
二
〇
日
に
出
さ
れ
て
い
る
。

三
成
は
七
月
末
に
は
岩
城
に
到
着
し
、
北
上
し
て
九
月
二
二
日
に
奥
州
の
黒
石
に
到

着
し
て
い
る
。
こ
の
日
ま
で
に
、
気
仙
城
・
大
原
城
の
修
築
を
終
え
て
、
伊
達
政
宗

の
家
中
に
引
き
渡
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　天
正
二
〇
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
の
朝
鮮
出
兵
の
際
は
、
二
月
二
〇
日
に
大
谷
と

共
に
京
を
出
陣
し
て
い
る
。
三
月
一
三
日
付
で
発
給
さ
れ
た
陣
立
書
に
て
、
三
成
は

大
谷
ら
と
共
に
名
護
屋
駐
在
の
船
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
三
月

二
九
日
ま
で
に
は
名
護
屋
へ
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
吉
は
四
月
二
五
日
に

名
護
屋
城
（
佐
賀
県
唐
津
市
）
へ
入
城
し
た
。
当
初
は
、
秀
吉
自
ら
軍
勢
を
率
い
て

233

（23） （22）



1

佐和山城主としての石田三成

佐
和
山
城
主
と
し
て
の
石
田
三
成

西
尾

　
薫
里

　

（
鍛
治

　
宏
介
ゼ
ミ
）

は
じ
め
に

第
一
章

　石
田
三
成
に
つ
い
て

第
二
章

　佐
和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て

　第
一
節

　佐
和
山
城
入
城
の
通
説

　第
二
節

　通
説
の
問
題
点

　第
三
節

　天
正
一
九
年
四
月
説

第
三
章

　佐
和
山
城
主
と
し
て
の
政
策

　第
一
節

　十
三
ヶ
条
と
九
ヶ
条
の
掟
書

　第
二
節

　佐
和
山
城
の
改
築

　第
三
節

　三
成
の
父
と
兄

第
四
章

　他
武
将
の
領
内
支
配

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　石
田
三
成
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
徳
川
家
康
と
の
合
戦
で
あ
る
関
ヶ
原

の
戦
い
に
て
敗
北
し
た
武
将
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
ろ
う
か
。
家
康

に
刃
向
か
っ
た
者
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
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史
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と
し
て
検
地
な
ど
の
政
策
を
実
行
し
て
い
た
。
豊
臣
政

権
の
中
枢
で
活
躍
し
て
い
た
三
成
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
は
三
成
が
佐
和
山
城
主
と
し

て
ど
の
よ
う
な
政
策
を
行
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
た
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は
先
行
研
究
を
基
に
、
三
成
の
佐
和
山
城
主
と
し
て
の
政
策
に
つ

い
て
注
目
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
三
成
の
政
策
に
つ
い
て
他
の
武
将
の
政
策
と
比

較
し
、
ど
の
よ
う
な
点
が
異
な
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

第
一
章
で
は
石
田
三
成
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
歴
史
を
追
っ
て
述
べ
て
い
く
。
第

二
章
で
は
、
三
成
の
佐
和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
通
説
と
さ
れ
て

き
た
二
つ
の
説
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
共
に
、
通
説
の
問
題
点
及
び
伊
藤
氏
に
よ
る

新
説
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。
第
三
章
で
は
、
三
成
が
領
内
に
出
し
た
掟
書
を
基

に
、
佐
和
山
城
主
と
し
て
の
政
策
に
つ
い
て
、
ま
た
、
三
成
の
代
わ
り
に
領
内
支
配

を
行
っ
て
い
た
三
成
の
父
と
兄
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。
第
四
章
で
は
三
成
の
政

策
に
つ
い
て
、
織
田
政
権
下
の
羽
柴
秀
吉
の
政
策
と
比
較
し
、
異
な
る
点
を
考
察
し

て
い
く
。

第
一
章

　
石
田
三
成
に
つ
い
て

　ま
ず
は
、
石
田
三
成
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
中
野
等
「
石
田
三
成
の
居
所
と
行

動
」1
を
参
考
に
述
べ
て
い
き
た
い
。
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　永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
、
現
在
の
滋
賀
県
で
あ
る
近
江
国
の
坂
田
郡
石
田
に

生
ま
れ
る
。
幼
名
は
佐
吉
と
い
う
。
父
は
土
豪
で
あ
っ
た
石
田
正
継
で
、
兄
は
正
澄

と
い
う
。
正
継
は
、
北
近
江
の
戦
国
大
名
で
あ
っ
た
浅
井
氏
に
仕
え
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。浅
井
氏
の
滅
亡
後
、論
功
行
賞
と
し
て
豊
臣
秀
吉
に
浅
井
氏
の
旧
領
で
あ
っ

た
江
北
三
郡
が
与
え
ら
れ
、
後
の
長
浜
と
な
る
今
浜
に
入
る
。
程
な
く
し
て
、
三
成

は
秀
吉
に
仕
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　三
成
の
行
動
が
史
料
的
に
確
実
な
も
の
と
な
る
の
は
、天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）

以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
天
正
一
一
年
一
月
二
三
日
、
淡
路
国
の
菅
達
長
が
秀
吉
に
対

し
て
謀
反
を
起
こ
し
、
そ
の
鎮
圧
に
関
し
て
広
田
蔵
丞
に
書
状
を
出
し
て
い
る
。
こ

の
時
の
実
名
は
「
三
也
」
で
あ
り
、
こ
の
書
状
で
も
「
佐
吉
三
也
」
と
署
名
し
て
い

る
。
こ
の
頃
は
賤
ヶ
岳
の
戦
い
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
北
近
江
に
お
り
、
正
確
な
居

所
は
不
明
で
あ
る
が
概
ね
秀
吉
に
近
侍
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）、
前
年
の
天
正
一
二
年
（
一
五
八
六
）
と
同
様
に
、

秀
吉
に
近
侍
し
て
年
を
越
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
雑

賀
攻
め
に
も
従
っ
て
い
た
。
七
月
一
三
日
、
秀
吉
が
従
一
位
関
白
に
任
じ
ら
れ
る
の

に
伴
い
、
三
成
は
従
五
位
下
治
部
少
輔
と
な
る
。
こ
の
前
後
に
実
名
を
「
三
成
」
と

改
め
た
よ
う
で
、
天
正
一
三
年
と
推
定
さ
れ
る
一
二
月
二
八
日
の
上
杉
景
勝
宛
て
の

書
状
に
は
「
三
成
」
と
署
名
し
て
い
る
。

　天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）、
秀
吉
の
居
所
が
大
坂
の
た
め
、
三
成
も
大
坂
で
近

侍
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
年
、
越
後
の
上
杉
氏
に
連
署
状
な
ど
を
出

し
、
上
杉
景
勝
の
上
洛
を
促
し
て
い
る
。
景
勝
の
上
洛
の
た
め
、
三
成
は
北
陸
道
を

北
上
し
、
五
月
二
八
日
に
は
加
賀
国
森
本
で
景
勝
主
従
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
以
降

は
、
三
成
は
景
勝
ら
と
同
行
し
て
お
り
、
六
月
七
日
に
近
江
を
経
て
夜
に
入
京
し

て
い
る
。
六
月
一
〇
日
に
使
者
と
し
て
改
め
て
京
都
の
百
万
遍
に
出
向
い
て
い
る
。

一
二
日
に
景
勝
は
大
坂
へ
向
か
い
、
一
五
日
に
三
成
は
景
勝
一
行
を
招
い
て
大
坂
の

屋
敷
で
饗
宴
を
行
っ
て
い
る
。
景
勝
は
そ
の
後
、
六
月
二
四
日
に
下
洛
し
て
い
る
。

ま
た
六
月
に
は
、
織
田
信
長
の
時
代
か
ら
堺
の
奉
行
を
勤
め
て
い
た
松
井
友
閑
が
罷

免
さ
れ
、そ
の
後
三
成
が
堺
の
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。天
正
一
五
年（
一
五
八
七
）

三
月
一
日
に
九
州
平
定
戦
の
た
め
秀
吉
が
大
坂
を
出
発
し
て
お
り
、
三
成
も
こ
れ
に

従
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
帰
陣
し
た
後
は
秀
吉
に
近
侍
し
、
ま
た
、
政
権
と
島

津
氏
と
の
取
次
も
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
に
は
、
堺
の
奉
行
が
正
澄
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
は
関
東
平
定
戦
に
臨
ん
で
お
り
、武
蔵
国
の
忍
城
（
埼

玉
県
）
の
水
攻
め
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。『
伊
達
家
文
書
』
所
収
の
秀
吉
の
陣
立
書

に
は
、
三
成
は
一
五
〇
〇
人
を
率
い
て
出
陣
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

二
月
二
八
日
に
京
都
を
出
発
し
、
四
月
三
日
に
小
田
原
付
近
に
到
着
し
た
。
五
月

二
六
日
頃
ま
で
秀
吉
の
陣
所
に
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
上
野
国
館
林
城
（
群
馬

県
）
を
攻
め
、
五
月
三
〇
日
に
は
開
城
さ
せ
て
い
る
。
六
月
四
日
に
は
館
林
を
出
発

し
、
五
日
以
降
は
忍
城
を
包
囲
し
て
い
る
。
六
月
一
三
日
、
三
成
は
忍
城
を
水
攻
め

に
す
る
策
が
書
か
れ
た
書
状
を
浅
野
長
政
ら
に
出
し
て
い
る
。
北
条
氏
は
七
月
五
日

に
降
伏
す
る
が
、
忍
城
は
そ
の
後
も
籠
城
し
、
七
月
一
六
日
に
落
城
し
た
。
関
東
平

定
戦
の
後
は
、
大
谷
吉
継
ら
と
共
に
奥
羽
仕
置
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
帰
途
は
不
明

だ
が
、
一
一
月
三
〇
日
に
島
津
義
久
ら
を
茶
席
に
招
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
頃
に
は

在
京
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　佐
和
山
城
へ
の
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
天
正
一
八
年
説
と
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
説
が
あ
る
。
こ
の
佐
和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で

述
べ
て
い
き
た
い
。

　天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
四
月
二
七
日
付
で
近
江
国
内
の
犬
上
郡
・
坂
田
郡
と

美
濃
の
蔵
入
地
の
代
官
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
の
五
月
一
一
日
、
秀
吉

が
三
成
ら
沿
道
の
諸
将
に
喜
連
川
氏
女
房
衆
の
宿
送
り
を
命
じ
て
い
る
。2
必
ず
し

も
三
成
の
居
所
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、「
佐
和
山

　石
田
治
部
少
輔
」
と
書
状

に
書
か
れ
て
い
る
。
七
月
一
五
日
、
三
成
は
島
津
義
久
ら
か
ら
贈
ら
れ
た
盆
の
祝
儀

を
大
津
で
披
露
し
て
お
り
、
秀
吉
と
共
に
大
津
に
い
た
。
奥
羽
の
争
乱
が
鎮
ま
っ
て

お
ら
ず
、秀
吉
か
ら
新
た
な
兵
を
派
遣
す
る
命
令
が
六
月
二
〇
日
に
出
さ
れ
て
い
る
。

三
成
は
七
月
末
に
は
岩
城
に
到
着
し
、
北
上
し
て
九
月
二
二
日
に
奥
州
の
黒
石
に
到

着
し
て
い
る
。
こ
の
日
ま
で
に
、
気
仙
城
・
大
原
城
の
修
築
を
終
え
て
、
伊
達
政
宗

の
家
中
に
引
き
渡
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　天
正
二
〇
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
の
朝
鮮
出
兵
の
際
は
、
二
月
二
〇
日
に
大
谷
と

共
に
京
を
出
陣
し
て
い
る
。
三
月
一
三
日
付
で
発
給
さ
れ
た
陣
立
書
に
て
、
三
成
は

大
谷
ら
と
共
に
名
護
屋
駐
在
の
船
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
三
月

二
九
日
ま
で
に
は
名
護
屋
へ
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
吉
は
四
月
二
五
日
に

名
護
屋
城
（
佐
賀
県
唐
津
市
）
へ
入
城
し
た
。
当
初
は
、
秀
吉
自
ら
軍
勢
を
率
い
て
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3

佐和山城主としての石田三成

明
国
を
攻
め
る
計
画
で
あ
っ
た
。3
朝
鮮
半
島
は
明
国
へ
攻
め
入
る
た
め
の
経
路
と

な
る
だ
け
で
は
な
く
、
前
線
の
将
兵
へ
の
人
員
や
武
器
・
食
糧
な
ど
の
補
給
等
を
行

う
役
割
を
担
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
を
攻
め
て
い
た
日

本
勢
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
水
軍
が
反
撃
を
開
始
し
、
五
月
七
日
に
行
わ
れ
た
玉
浦
沖

海
戦
に
て
藤
堂
高
虎
の
軍
勢
が
敗
北
す
る
。
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
秀
吉
の
渡
海

計
画
が
延
期
と
な
る
。4
秀
吉
の
乗
っ
た
船
隊
が
、攻
撃
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
渡
海
の
延
期
は
、
渡
海
そ
の
も
の
の
消

滅
に
繋
が
る
。
秀
吉
に
代
わ
っ
て
六
月
六
日
に
名
護
屋
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
渡
り
、
七

月
一
六
日
漢
城
に
到
着
し
て
い
る
。
大
谷
吉
継
・
増
田
長
盛
と
共
に
「
三
奉
行
」
と

し
て
漢
城
か
ら
現
地
の
軍
勢
に
指
示
を
出
し
て
い
る
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
四

月
中
旬
ま
で
漢
城
に
い
る
が
、
明
使
節
に
同
行
し
日
本
へ
向
か
い
、
五
月
一
三
日
名

護
屋
に
到
着
し
て
い
る
。
再
度
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
る
が
、
帰
還
す
る
明
使
節
を
迎
え

る
た
め
名
護
屋
へ
戻
っ
て
い
る
。
七
月
一
八
日
明
使
節
を
伴
い
、
大
谷
ら
と
名
護
屋

を
出
発
し
、
釜
山
へ
向
か
う
。
こ
の
間
、
三
成
は
大
谷
ら
と
共
に
越
後
検
地
を
命
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
家
臣
を
派
遣
し
、
三
成
自
身
は
釜
山
在
朝
鮮
の
諸
将
に
指
示
を
与

え
て
い
る
。
講
和
交
渉
に
伴
う
撤
兵
計
画
に
よ
っ
て
三
成
も
日
本
へ
帰
還
し
、
九
月

二
三
日
に
名
護
屋
へ
着
き
、
閏
九
月
に
は
大
坂
に
到
着
し
て
い
る
。

　そ
の
後
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
七
月
に
島
津
領
の
検
地
を
、
一
〇
月
か
ら
年
末

に
か
け
て
佐
竹
領
の
検
地
を
指
示
し
、
現
地
へ
は
家
臣
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
年

の
九
月
三
日
に
は
、
三
成
は
母
親
の
葬
儀
を
、
京
都
に
あ
る
大
徳
寺
三
玄
院
で
執
り

行
っ
て
い
る
。

　前
年
の
佐
竹
領
の
検
地
に
よ
っ
て
、
六
月
一
九
日
付
の
秀
吉
朱
印
「
佐
竹
知
行
割

之
事
」
で
、
佐
竹
領
に
割
り
込
む
形
で
三
〇
〇
〇
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

同
様
に
増
田
に
も
三
〇
〇
〇
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
設
定
さ
れ
た

一
万
石
の
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
を
、三
成
と
増
田
の
両
名
で
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
六
月
二
九
日
付
で
島
津
領
の
支
配
目
録
が
秀
吉
か
ら
発
給
さ
れ
、
三
成
は
旧

来
の
島
津
領
内
に
六
二
〇
〇
石
の
領
知
を
与
え
ら
れ
、
同
時
に
島
津
領
内
の
秀
吉
の

蔵
入
地
の
代
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　「
秀
次
事
件
」
の
際
に
は
、文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
六
月
に
、秀
吉
の
命
令
に
よ
っ

て
増
田
や
前
田
玄
以
ら
と
共
に
聚
楽
第
へ
向
か
い
、
秀
次
の
謀
反
の
疑
い
に
つ
い
て

問
い
た
だ
し
、
誓
詞
を
求
め
て
い
る
。
秀
次
が
自
害
し
た
後
は
、
七
月
二
〇
日
付
で

出
さ
れ
た
前
田
利
家
・
宇
喜
多
秀
家
ら
の
起
請
文
の
充
所
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
間
は
基
本
的
に
は
伏
見
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
次
没
後
の
知

行
地
再
配
の
案
と
し
て
、
三
成
に
は
秀
次
の
旧
地
で
あ
っ
た
尾
張
国
清
須
に
二
一
万

石
が
与
え
ら
れ
る
計
画
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
佐
和
山
に
は
京
極
高
次
が
入
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
三
成
は
清
洲
に
入
封
せ
ず
、
秀
次
の
後
の
清
洲
城
の
城
主
は
福
島
正
則

と
な
る
。

　文
禄
四
年
（
推
定
）
八
月
一
六
日
付
の
三
成
の
家
臣
で
あ
る
安
宅
秀
安
書
状
に
、

「
将
又
今
度
治
部
少
御
知
行
一
か
と
拝
領
申
候
、御
前
仕
合
無
残
所
候
、可
御
心
安
候
、

京
都
所
司
代
、
増
田
殿
・
治
部
少
ニ
被
仰
付
候
」5
と
あ
り
、
三
成
に
知
行
が
与
え

ら
れ
、
増
田
と
共
に
京
都
所
司
代
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
八
月
後
半

か
ら
は
大
和
国
内
の
検
地
を
自
ら
指
揮
し
て
い
る
。
九
月
九
日
付
で
三
成
は
家
臣
に

近
江
国
内
で
の
知
行
充
行
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
際
は
ま
だ
大
和
に
い
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
京
都
所
司
代
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
秀
次
没
後
は
基
本
的

に
は
在
京
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
三
成
は
、
秀
吉
の
晩
年
に
は
、
前
田
玄

以
・
浅
野
長
政
・
増
田
長
盛
・
長
束
正
家
ら
と
共
に
「
五
奉
行
」
の
一
人
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、「
五
奉
行
」
の
成
立
過
程
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。6

　文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
一
月
二
三
日
、
増
田
や
前
田
玄
以
・
長
束
正
家
ら
と
共

に
、
豊
臣
秀
頼
に
忠
誠
を
誓
う
起
請
文
を
提
出
し
て
い
る
。
三
月
一
日
に
は
、
領
内

の
村
々
に
掟
書
を
下
し
、
三
月
二
五
日
付
で
知
行
充
行
状
を
発
給
し
て
い
る
。
こ
の

際
、
近
江
に
下
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　六
月
一
六
日
付
の
相
良
頼
房
充
て
の
安
宅
の
書
状
に
「
伏
見
治
部
少
方
へ
可
被
成

御
出
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
は
伏
見
に
い
た
。
明
か
ら
の
講
和
使
節
を
迎
え
る
準
備
を

行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
閏
七
月
に
は
講
和
交
渉
を
進
め
る
た
め
、
明
と
朝
鮮
の

使
節
が
堺
に
到
着
し
、
そ
の
接
待
に
三
成
も
従
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
月
の
一
三

日
、
畿
内
地
方
で
大
地
震
が
起
こ
り
、
三
成
も
そ
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。
九
月

一
日
に
大
坂
城
で
行
わ
れ
た
明
国
使
節
の
応
接
の
場
に
は
、
三
成
も
臨
ん
で
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
基
本
的
に
は
伏
見
で
秀
吉
に
近
侍
し
、
朝
鮮
へ
の
再

派
兵
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）、
こ
の
年
も
三
成
は
基
本
的
に
は
伏
見
に
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
一
月
一
〇
日
、
上
杉
景
勝
は
秀
吉
か
ら
奥
州
会
津
へ
の

4

国
替
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
三
成
も
奥
州
へ
向
か
っ
て
い
る
。
二
月
一
六
日
、
三
成

は
上
杉
家
の
老
臣
で
あ
る
直
江
兼
続
と
連
署
を
し
て
、
会
津
領
に
禁
制
な
ど
を
発
給

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
直
江
と
共
に
上
杉
家
の
会
津
へ
の
国
替
を
進
め
た
三
成

は
、
五
月
三
日
に
佐
和
山
に
帰
着
し
、
五
日
に
入
京
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　三
成
は
九
州
へ
の
下
向
に
つ
い
て
近
江
に
い
る
家
臣
に
報
じ
て
い
る
。
五
月
二
九

日
に
京
を
出
発
し
て
筑
前
に
下
向
し
、
七
月
三
日
に
は
博
多
に
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
上
方
へ
の
帰
還
の
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、
中
旬
に
は
一
度
京
へ
戻
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
大
坂
へ
下
向
し
大
坂
城
の
普
請
を
指
示
し
て
い
る
。
八
月
四
日
付
で

浅
野
長
政
充
て
の
筑
前
御
蔵
入
目
録
が
発
給
さ
れ
、
同
時
に
三
成
に
も
御
蔵
入
目
録

が
発
給
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
代
官
支
配
の
証
拠
が
残
る
の
は
、
筑
前
の
怡
土
・
志

摩
・
早
良
・
那
珂
・
下
座
の
各
郡
で
あ
る
。

　八
月
一
八
日
の
秀
吉
の
臨
終
の
際
に
は
、
三
成
は
伏
見
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

八
月
二
三
日
付
で
家
臣
で
あ
る
前
野
右
衛
門
尉
に
、
近
江
の
浅
井
郡
内
で
知
行
充
行

状
を
発
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
月
三
日
の
五
大
老
・
五
奉
行
連
署
起
請
文
に
三
成

も
署
名
し
て
い
る
。
秀
吉
が
亡
く
な
っ
た
後
の
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
問
題
と
な
っ
た

の
が
、
朝
鮮
半
島
で
戦
闘
を
続
け
て
い
る
将
兵
の
日
本
へ
の
撤
兵
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
大
老
で
あ
る
徳
川
家
康
な
ど
は
三
成
や
浅
野
・
毛
利
秀
元
を
博
多
に
派
遣
し
、

撤
兵
の
指
示
を
命
じ
た
。
そ
の
後
三
成
と
浅
野
は
筑
前
に
入
り
、
博
多
の
名
島
城
に

て
実
務
を
進
め
た
。朝
鮮
か
ら
戻
っ
て
く
る
将
兵
の
世
話
に
当
た
っ
て
い
た
三
成
は
、

一
二
月
一
〇
日
頃
ま
で
筑
前
に
駐
在
し
て
い
た
。
朝
鮮
か
ら
の
軍
勢
が
撤
退
し
た
の

を
見
届
け
た
三
成
は
、
筑
前
を
出
発
し
、
一
二
月
二
四
日
に
大
坂
に
到
着
し
た
。

　慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
一
月
一
九
日
、
前
田
利
家
を
擁
し
て
、
他
の
奉
行
衆
と

共
に
、
家
康
が
秀
吉
の
遺
命
に
背
い
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。
二
月
二
日
に
、
三

成
は
秀
吉
の
遺
命
に
よ
っ
て
伏
見
で
剃
髪
す
る
。
閏
三
月
四
日
、
大
坂
に
て
三
成
に

不
満
を
持
つ
諸
将
に
襲
撃
さ
れ
、
伏
見
へ
逃
走
す
る
。
閏
三
月
一
〇
日
、
家
康
の
勧

告
を
受
け
入
れ
、
佐
和
山
城
へ
隠
居
す
る
。
以
降
は
、
基
本
的
に
佐
和
山
を
居
所
と

し
た
と
考
え
ら
れ
、
家
督
も
嫡
子
に
譲
っ
て
い
る
。
三
成
の
子
息
が
秀
頼
の
下
に
出

仕
す
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
子
息
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
長
男
の
隼
人
正

重
家
と
考
え
ら
れ
る
。7
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
、
家
康
征
伐
の
兵
を
挙
げ
る
。

九
月
一
五
日
に
美
濃
国
関
ヶ
原
（
岐
阜
県
不
破
郡
関
ケ
原
町
）
に
て
合
戦
を
行
う
が

敗
北
す
る
。
近
江
国
の
伊
吹
山
に
逃
走
す
る
も
、
九
月
二
一
日
に
伊
香
郡
古
橋
村
で

捕
ら
え
ら
れ
る
。
一
〇
月
一
日
に
京
都
の
六
条
河
原
で
、
小
西
行
長
や
安
国
寺
恵
瓊

と
共
に
処
刑
さ
れ
る
。
享
年
は
四
一
で
あ
っ
た
。

　三
成
は
朝
鮮
出
兵
の
際
に
秀
吉
の
代
わ
り
に
指
示
を
出
し
た
り
、
京
都
所
司
代

や
「
五
奉
行
」
と
し
て
勤
め
て
い
た
り
と
、
指
示
を
出
す
側
の
人
物
と
し
て
豊
臣
政

権
の
中
枢
に
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
ま
た
、
自
身
の
領
知
だ
け
で
は
な
く
秀
吉

の
蔵
入
地
の
代
官
に
も
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。
三
成
は
秀
吉
が
亡

く
な
る
ま
で
、
自
身
の
城
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
秀
吉
に
近
侍
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
第
一
章
で
は
三
成
の
居
所
や
役
割
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
第
二
章
で

は
、
第
一
章
で
少
し
述
べ
た
よ
う
に
佐
和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き

た
い
。

第
二
章

　
佐
和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て

第
一
節

　
佐
和
山
城
入
城
の
通
説

　三
成
の
佐
和
山
城
の
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
通
説
が
あ
っ
た
。
第
二

章
で
は
、
そ
の
二
つ
の
通
説
と
伊
藤
真
昭
氏
に
よ
る
新
説
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き

た
い
。入
城
の
時
期
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、ま
ず
は
佐
和
山
城
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　佐
和
山
城
と
は
、
現
在
の
滋
賀
県
彦
根
市
に
あ
っ
た
山
城
で
、
佐
和
山
に
築
か
れ

て
い
た
。
佐
和
山
城
は
、
戦
国
時
代
に
江
北
の
京
極
氏
・
浅
井
氏
の
領
国
と
江
南

の
六
角
氏
の
領
国
の
境
に
あ
り
、「
境
目
の
城
」
と
し
て
築
か
れ
た
。8
永
禄
四
年

（
一
五
六
一
）
三
月
以
降
は
、
浅
井
氏
の
重
臣
で
あ
っ
た
磯
野
員
昌
が
城
主
と
し
て

入
城
し
て
い
る
。
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
六
月
に
姉
川
合
戦
が
起
こ
る
と
、
磯
野

は
佐
和
山
城
に
籠
城
し
織
田
信
長
と
の
戦
い
に
臨
む
が
、
翌
年
二
月
に
無
血
開
城
す

る
。9
磯
野
の
退
城
後
は
、
信
長
の
家
臣
で
あ
る
丹
羽
長
秀
が
入
城
す
る
。
安
土
城

の
築
城
以
前
は
岐
阜
・
京
都
間
の
中
継
地
点
と
し
て
、
信
長
の
居
城
の
よ
う
な
位
置

付
け
が
で
き
、『
信
長
公
記
』
に
も
信
長
が
佐
和
山
城
で
た
び
た
び
休
泊
を
し
て
い

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。10
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
の
清
洲
会
議
に
よ
っ
て
、

豊
臣
秀
吉
の
家
臣
で
あ
っ
た
堀
秀
政
が
佐
和
山
城
の
城
主
と
な
っ
た
。佐
和
山
城
は
、

戦
国
時
代
の
初
め
か
ら
「
境
目
」
を
防
衛
す
る
軍
事
的
な
要
素
が
強
い
城
で
あ
っ
た
。

し
か
し
堀
の
時
代
か
ら
は
、
周
辺
の
領
国
を
支
配
す
る
大
名
の
居
城
と
し
て
、
居
館
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明
国
を
攻
め
る
計
画
で
あ
っ
た
。3
朝
鮮
半
島
は
明
国
へ
攻
め
入
る
た
め
の
経
路
と

な
る
だ
け
で
は
な
く
、
前
線
の
将
兵
へ
の
人
員
や
武
器
・
食
糧
な
ど
の
補
給
等
を
行

う
役
割
を
担
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
を
攻
め
て
い
た
日

本
勢
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
水
軍
が
反
撃
を
開
始
し
、
五
月
七
日
に
行
わ
れ
た
玉
浦
沖

海
戦
に
て
藤
堂
高
虎
の
軍
勢
が
敗
北
す
る
。
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
秀
吉
の
渡
海

計
画
が
延
期
と
な
る
。4
秀
吉
の
乗
っ
た
船
隊
が
、攻
撃
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
渡
海
の
延
期
は
、
渡
海
そ
の
も
の
の
消

滅
に
繋
が
る
。
秀
吉
に
代
わ
っ
て
六
月
六
日
に
名
護
屋
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
渡
り
、
七

月
一
六
日
漢
城
に
到
着
し
て
い
る
。
大
谷
吉
継
・
増
田
長
盛
と
共
に
「
三
奉
行
」
と

し
て
漢
城
か
ら
現
地
の
軍
勢
に
指
示
を
出
し
て
い
る
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
四

月
中
旬
ま
で
漢
城
に
い
る
が
、
明
使
節
に
同
行
し
日
本
へ
向
か
い
、
五
月
一
三
日
名

護
屋
に
到
着
し
て
い
る
。
再
度
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
る
が
、
帰
還
す
る
明
使
節
を
迎
え

る
た
め
名
護
屋
へ
戻
っ
て
い
る
。
七
月
一
八
日
明
使
節
を
伴
い
、
大
谷
ら
と
名
護
屋

を
出
発
し
、
釜
山
へ
向
か
う
。
こ
の
間
、
三
成
は
大
谷
ら
と
共
に
越
後
検
地
を
命
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
家
臣
を
派
遣
し
、
三
成
自
身
は
釜
山
在
朝
鮮
の
諸
将
に
指
示
を
与

え
て
い
る
。
講
和
交
渉
に
伴
う
撤
兵
計
画
に
よ
っ
て
三
成
も
日
本
へ
帰
還
し
、
九
月

二
三
日
に
名
護
屋
へ
着
き
、
閏
九
月
に
は
大
坂
に
到
着
し
て
い
る
。

　そ
の
後
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
七
月
に
島
津
領
の
検
地
を
、
一
〇
月
か
ら
年
末

に
か
け
て
佐
竹
領
の
検
地
を
指
示
し
、
現
地
へ
は
家
臣
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
年

の
九
月
三
日
に
は
、
三
成
は
母
親
の
葬
儀
を
、
京
都
に
あ
る
大
徳
寺
三
玄
院
で
執
り

行
っ
て
い
る
。

　前
年
の
佐
竹
領
の
検
地
に
よ
っ
て
、
六
月
一
九
日
付
の
秀
吉
朱
印
「
佐
竹
知
行
割

之
事
」
で
、
佐
竹
領
に
割
り
込
む
形
で
三
〇
〇
〇
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

同
様
に
増
田
に
も
三
〇
〇
〇
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
設
定
さ
れ
た

一
万
石
の
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
を
、三
成
と
増
田
の
両
名
で
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
六
月
二
九
日
付
で
島
津
領
の
支
配
目
録
が
秀
吉
か
ら
発
給
さ
れ
、
三
成
は
旧

来
の
島
津
領
内
に
六
二
〇
〇
石
の
領
知
を
与
え
ら
れ
、
同
時
に
島
津
領
内
の
秀
吉
の

蔵
入
地
の
代
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　「
秀
次
事
件
」
の
際
に
は
、文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
六
月
に
、秀
吉
の
命
令
に
よ
っ

て
増
田
や
前
田
玄
以
ら
と
共
に
聚
楽
第
へ
向
か
い
、
秀
次
の
謀
反
の
疑
い
に
つ
い
て

問
い
た
だ
し
、
誓
詞
を
求
め
て
い
る
。
秀
次
が
自
害
し
た
後
は
、
七
月
二
〇
日
付
で

出
さ
れ
た
前
田
利
家
・
宇
喜
多
秀
家
ら
の
起
請
文
の
充
所
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
間
は
基
本
的
に
は
伏
見
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
次
没
後
の
知

行
地
再
配
の
案
と
し
て
、
三
成
に
は
秀
次
の
旧
地
で
あ
っ
た
尾
張
国
清
須
に
二
一
万

石
が
与
え
ら
れ
る
計
画
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
佐
和
山
に
は
京
極
高
次
が
入
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
三
成
は
清
洲
に
入
封
せ
ず
、
秀
次
の
後
の
清
洲
城
の
城
主
は
福
島
正
則

と
な
る
。

　文
禄
四
年
（
推
定
）
八
月
一
六
日
付
の
三
成
の
家
臣
で
あ
る
安
宅
秀
安
書
状
に
、

「
将
又
今
度
治
部
少
御
知
行
一
か
と
拝
領
申
候
、御
前
仕
合
無
残
所
候
、可
御
心
安
候
、

京
都
所
司
代
、
増
田
殿
・
治
部
少
ニ
被
仰
付
候
」5
と
あ
り
、
三
成
に
知
行
が
与
え

ら
れ
、
増
田
と
共
に
京
都
所
司
代
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
八
月
後
半

か
ら
は
大
和
国
内
の
検
地
を
自
ら
指
揮
し
て
い
る
。
九
月
九
日
付
で
三
成
は
家
臣
に

近
江
国
内
で
の
知
行
充
行
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
際
は
ま
だ
大
和
に
い
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
京
都
所
司
代
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
秀
次
没
後
は
基
本
的

に
は
在
京
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
三
成
は
、
秀
吉
の
晩
年
に
は
、
前
田
玄

以
・
浅
野
長
政
・
増
田
長
盛
・
長
束
正
家
ら
と
共
に
「
五
奉
行
」
の
一
人
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、「
五
奉
行
」
の
成
立
過
程
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。6

　文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
一
月
二
三
日
、
増
田
や
前
田
玄
以
・
長
束
正
家
ら
と
共

に
、
豊
臣
秀
頼
に
忠
誠
を
誓
う
起
請
文
を
提
出
し
て
い
る
。
三
月
一
日
に
は
、
領
内

の
村
々
に
掟
書
を
下
し
、
三
月
二
五
日
付
で
知
行
充
行
状
を
発
給
し
て
い
る
。
こ
の

際
、
近
江
に
下
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　六
月
一
六
日
付
の
相
良
頼
房
充
て
の
安
宅
の
書
状
に
「
伏
見
治
部
少
方
へ
可
被
成

御
出
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
は
伏
見
に
い
た
。
明
か
ら
の
講
和
使
節
を
迎
え
る
準
備
を

行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
閏
七
月
に
は
講
和
交
渉
を
進
め
る
た
め
、
明
と
朝
鮮
の

使
節
が
堺
に
到
着
し
、
そ
の
接
待
に
三
成
も
従
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
月
の
一
三

日
、
畿
内
地
方
で
大
地
震
が
起
こ
り
、
三
成
も
そ
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。
九
月

一
日
に
大
坂
城
で
行
わ
れ
た
明
国
使
節
の
応
接
の
場
に
は
、
三
成
も
臨
ん
で
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
基
本
的
に
は
伏
見
で
秀
吉
に
近
侍
し
、
朝
鮮
へ
の
再

派
兵
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）、
こ
の
年
も
三
成
は
基
本
的
に
は
伏
見
に
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
一
月
一
〇
日
、
上
杉
景
勝
は
秀
吉
か
ら
奥
州
会
津
へ
の

4

国
替
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
三
成
も
奥
州
へ
向
か
っ
て
い
る
。
二
月
一
六
日
、
三
成

は
上
杉
家
の
老
臣
で
あ
る
直
江
兼
続
と
連
署
を
し
て
、
会
津
領
に
禁
制
な
ど
を
発
給

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
直
江
と
共
に
上
杉
家
の
会
津
へ
の
国
替
を
進
め
た
三
成

は
、
五
月
三
日
に
佐
和
山
に
帰
着
し
、
五
日
に
入
京
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　三
成
は
九
州
へ
の
下
向
に
つ
い
て
近
江
に
い
る
家
臣
に
報
じ
て
い
る
。
五
月
二
九

日
に
京
を
出
発
し
て
筑
前
に
下
向
し
、
七
月
三
日
に
は
博
多
に
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
上
方
へ
の
帰
還
の
時
期
は
確
定
で
き
な
い
が
、
中
旬
に
は
一
度
京
へ
戻
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
大
坂
へ
下
向
し
大
坂
城
の
普
請
を
指
示
し
て
い
る
。
八
月
四
日
付
で

浅
野
長
政
充
て
の
筑
前
御
蔵
入
目
録
が
発
給
さ
れ
、
同
時
に
三
成
に
も
御
蔵
入
目
録

が
発
給
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
代
官
支
配
の
証
拠
が
残
る
の
は
、
筑
前
の
怡
土
・
志

摩
・
早
良
・
那
珂
・
下
座
の
各
郡
で
あ
る
。

　八
月
一
八
日
の
秀
吉
の
臨
終
の
際
に
は
、
三
成
は
伏
見
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

八
月
二
三
日
付
で
家
臣
で
あ
る
前
野
右
衛
門
尉
に
、
近
江
の
浅
井
郡
内
で
知
行
充
行

状
を
発
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
月
三
日
の
五
大
老
・
五
奉
行
連
署
起
請
文
に
三
成

も
署
名
し
て
い
る
。
秀
吉
が
亡
く
な
っ
た
後
の
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
問
題
と
な
っ
た

の
が
、
朝
鮮
半
島
で
戦
闘
を
続
け
て
い
る
将
兵
の
日
本
へ
の
撤
兵
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
大
老
で
あ
る
徳
川
家
康
な
ど
は
三
成
や
浅
野
・
毛
利
秀
元
を
博
多
に
派
遣
し
、

撤
兵
の
指
示
を
命
じ
た
。
そ
の
後
三
成
と
浅
野
は
筑
前
に
入
り
、
博
多
の
名
島
城
に

て
実
務
を
進
め
た
。朝
鮮
か
ら
戻
っ
て
く
る
将
兵
の
世
話
に
当
た
っ
て
い
た
三
成
は
、

一
二
月
一
〇
日
頃
ま
で
筑
前
に
駐
在
し
て
い
た
。
朝
鮮
か
ら
の
軍
勢
が
撤
退
し
た
の

を
見
届
け
た
三
成
は
、
筑
前
を
出
発
し
、
一
二
月
二
四
日
に
大
坂
に
到
着
し
た
。

　慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
一
月
一
九
日
、
前
田
利
家
を
擁
し
て
、
他
の
奉
行
衆
と

共
に
、
家
康
が
秀
吉
の
遺
命
に
背
い
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。
二
月
二
日
に
、
三

成
は
秀
吉
の
遺
命
に
よ
っ
て
伏
見
で
剃
髪
す
る
。
閏
三
月
四
日
、
大
坂
に
て
三
成
に

不
満
を
持
つ
諸
将
に
襲
撃
さ
れ
、
伏
見
へ
逃
走
す
る
。
閏
三
月
一
〇
日
、
家
康
の
勧

告
を
受
け
入
れ
、
佐
和
山
城
へ
隠
居
す
る
。
以
降
は
、
基
本
的
に
佐
和
山
を
居
所
と

し
た
と
考
え
ら
れ
、
家
督
も
嫡
子
に
譲
っ
て
い
る
。
三
成
の
子
息
が
秀
頼
の
下
に
出

仕
す
る
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
子
息
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
長
男
の
隼
人
正

重
家
と
考
え
ら
れ
る
。7
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
、
家
康
征
伐
の
兵
を
挙
げ
る
。

九
月
一
五
日
に
美
濃
国
関
ヶ
原
（
岐
阜
県
不
破
郡
関
ケ
原
町
）
に
て
合
戦
を
行
う
が

敗
北
す
る
。
近
江
国
の
伊
吹
山
に
逃
走
す
る
も
、
九
月
二
一
日
に
伊
香
郡
古
橋
村
で

捕
ら
え
ら
れ
る
。
一
〇
月
一
日
に
京
都
の
六
条
河
原
で
、
小
西
行
長
や
安
国
寺
恵
瓊

と
共
に
処
刑
さ
れ
る
。
享
年
は
四
一
で
あ
っ
た
。

　三
成
は
朝
鮮
出
兵
の
際
に
秀
吉
の
代
わ
り
に
指
示
を
出
し
た
り
、
京
都
所
司
代

や
「
五
奉
行
」
と
し
て
勤
め
て
い
た
り
と
、
指
示
を
出
す
側
の
人
物
と
し
て
豊
臣
政

権
の
中
枢
に
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
ま
た
、
自
身
の
領
知
だ
け
で
は
な
く
秀
吉

の
蔵
入
地
の
代
官
に
も
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。
三
成
は
秀
吉
が
亡

く
な
る
ま
で
、
自
身
の
城
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
秀
吉
に
近
侍
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
第
一
章
で
は
三
成
の
居
所
や
役
割
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
第
二
章
で

は
、
第
一
章
で
少
し
述
べ
た
よ
う
に
佐
和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き

た
い
。

第
二
章

　
佐
和
山
城
入
城
の
時
期
に
つ
い
て

第
一
節

　
佐
和
山
城
入
城
の
通
説

　三
成
の
佐
和
山
城
の
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
通
説
が
あ
っ
た
。
第
二

章
で
は
、
そ
の
二
つ
の
通
説
と
伊
藤
真
昭
氏
に
よ
る
新
説
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き

た
い
。入
城
の
時
期
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、ま
ず
は
佐
和
山
城
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　佐
和
山
城
と
は
、
現
在
の
滋
賀
県
彦
根
市
に
あ
っ
た
山
城
で
、
佐
和
山
に
築
か
れ

て
い
た
。
佐
和
山
城
は
、
戦
国
時
代
に
江
北
の
京
極
氏
・
浅
井
氏
の
領
国
と
江
南

の
六
角
氏
の
領
国
の
境
に
あ
り
、「
境
目
の
城
」
と
し
て
築
か
れ
た
。8
永
禄
四
年

（
一
五
六
一
）
三
月
以
降
は
、
浅
井
氏
の
重
臣
で
あ
っ
た
磯
野
員
昌
が
城
主
と
し
て

入
城
し
て
い
る
。
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
六
月
に
姉
川
合
戦
が
起
こ
る
と
、
磯
野

は
佐
和
山
城
に
籠
城
し
織
田
信
長
と
の
戦
い
に
臨
む
が
、
翌
年
二
月
に
無
血
開
城
す

る
。9
磯
野
の
退
城
後
は
、
信
長
の
家
臣
で
あ
る
丹
羽
長
秀
が
入
城
す
る
。
安
土
城

の
築
城
以
前
は
岐
阜
・
京
都
間
の
中
継
地
点
と
し
て
、
信
長
の
居
城
の
よ
う
な
位
置

付
け
が
で
き
、『
信
長
公
記
』
に
も
信
長
が
佐
和
山
城
で
た
び
た
び
休
泊
を
し
て
い

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。10
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
の
清
洲
会
議
に
よ
っ
て
、

豊
臣
秀
吉
の
家
臣
で
あ
っ
た
堀
秀
政
が
佐
和
山
城
の
城
主
と
な
っ
た
。佐
和
山
城
は
、

戦
国
時
代
の
初
め
か
ら
「
境
目
」
を
防
衛
す
る
軍
事
的
な
要
素
が
強
い
城
で
あ
っ
た
。

し
か
し
堀
の
時
代
か
ら
は
、
周
辺
の
領
国
を
支
配
す
る
大
名
の
居
城
と
し
て
、
居
館

230

（25） （24）
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佐和山城主としての石田三成

的
な
要
素
が
加
わ
っ
て
い
っ
た
。11
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
閏
八
月
に
堀
尾
吉

晴
が
入
城
し
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
九
月
頃
ま
で
城
主
を
し
て
い
た
。12
三

成
が
佐
和
山
城
主
と
な
り
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
三
成
が

敗
北
す
る
と
、
佐
和
山
城
は
井
伊
直
政
ら
に
攻
め
ら
れ
落
城
す
る
。
こ
の
合
戦
の
論

功
行
賞
と
し
て
、
直
政
は
徳
川
家
康
か
ら
三
成
の
旧
領
を
与
え
ら
れ
、
一
〇
月
に
佐

和
山
城
に
入
城
し
て
い
る
。
直
政
は
佐
和
山
城
内
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
直
政
の
嫡

子
で
あ
る
井
伊
直
継
が
彦
根
城
を
築
城
し
た
。13
そ
の
際
、
佐
和
山
城
は
解
体
さ
れ

彦
根
城
の
資
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
は
石
垣
な
ど
を
除
い
て

ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
。

　前
述
し
た
よ
う
に
、
三
成
の
佐
和
山
城
へ
の
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
通
説
と

し
て
天
正
一
八
年
説
と
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）説
が
あ
っ
た
。
岩
沢
愿
彦
氏
の「
石

田
三
成
の
近
江
佐
和
山
領
有
」
と
い
う
論
文
に
よ
っ
て
、
天
正
一
八
年
説
が
有
力
視

さ
れ
て
い
た
。14
ま
ず
は
天
正
一
八
年
説
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　天
正
一
八
年
説
は
、
関
東
平
定
戦
に
よ
っ
て
秀
吉
が
小
田
原
の
北
条
氏
を
滅
ぼ
し

た
後
の
領
地
替
え
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。15
天
正
一
八
年
七
月
、
秀
吉

が
北
条
氏
を
滅
ぼ
し
た
後
、北
条
氏
が
支
配
し
て
い
た
関
東
に
徳
川
家
康
が
入
っ
た
。

家
康
は
そ
の
頃
、
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
甲
斐
・
信
濃
を
領
土
と
し
て
い
た
。
家
康

の
移
封
後
の
五
ヵ
国
に
、
秀
吉
は
尾
張
に
い
た
織
田
信
長
の
息
子
で
あ
る
織
田
信
雄

を
入
れ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
信
雄
は
織
田
氏
が
代
々
本
拠
地
と
し
て
い
た
尾
張

を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
秀
吉
の
怒
り
に
触
れ
、改
易
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。16
家
康
と
信
雄
の
跡
に
は
、
近
江
の
八
幡
山
城
主
で
あ
っ
た
豊
臣
秀
次
や
宿
老

達
が
入
る
こ
と
と
な
る
。
秀
次
は
尾
張
へ
、
長
浜
城
主
で
あ
っ
た
山
内
一
豊
は
駿
河

の
掛
川
へ
、佐
和
山
城
主
で
あ
っ
た
堀
尾
吉
晴
は
遠
州
の
浜
松
へ
、水
口
城
主
で
あ
っ

た
中
村
一
氏
は
駿
府
城
へ
と
入
っ
た
。
つ
ま
り
、
佐
和
山
か
ら
浜
松
へ
移
っ
た
堀
尾

の
後
に
三
成
が
入
っ
た
と
い
う
の
が
、
天
正
一
八
年
説
で
あ
る
。17
こ
れ
を
裏
付
け

る
史
料
と
し
て
、
岩
沢
氏
は
五
月
一
一
日
付
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
を
示
し
て
い
る
。

【
史
料
①
】

古
河
之
姫
君
よ
り
使
之
女
房
衆
下
国
候
、
伝
馬
百
疋
・
輿
一
丁
之
人
夫
申
付
、

領
内
々
々
慥
可
送
届
候
、
同
宿
賄
以
下
可
申
付
候
、
猶
山
中
橘
内
可
申
候
也
、

五
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（（

豊
臣
秀
吉
）

朱
印
）

　
　
　

京

　
　
　民（

前
田
玄
以
）

部
卿
法
印

大
津　

　
　新

庄（
直
頼
）駿

河
守
と
の
へ

佐
和
山

　
　
　石

田
治（

三
成
）部

少
輔
と
の
へ

垂
井
赤
坂

　
　
　竹

中
源（

隆
重
）助

と
の
へ

岐
阜　

　
　加

藤
清
左
衛
門
尉
と
の
へ

同
　
　
　百

々
又
右
衛
門
尉
と
の
へ

関
　
　
　太

田
小（

一
吉
）源

五
と
の
へ

木
曽　

　
　石

川
兵（

貞
清
）三

と
の
へ

信
府　

　
　石

川
出（

数
正
）雲

守
と
の
へ

小（
小
諸
）室　

　
　千（

仙
）石

権（
秀
久
）兵

衛
尉
と
の
へ

　
　
　上

野
国
所
々

　
　
　下

野
国
所
々

　
　
　榊

原
式（

康
政
）部

大
輔
と
の
へ

　こ
の
史
料
は
、
古
河
の
姫
君
の
女
房
衆
が
使
者
と
し
て
国
元
に
下
る
に
あ
た
り
、

秀
吉
が
三
成
ら
に
女
房
衆
の
宿
送
り
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
宛
所
の
諸
将
の
配
置

状
況
な
ど
か
ら
、岩
沢
氏
は
天
正
一
九
年
か
ら
文
禄
二
年
ま
で
の
も
の
と
推
定
し
た
。

し
か
し
、
天
正
二
〇
（
文
禄
元
）
年
・
文
禄
二
年
に
は
、
三
成
は
朝
鮮
出
兵
に
出
陣

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
史
料
は
天
正
一
九
年
の
も
の
と
確
定
で
き
る
。18
宛
所
に
は

「
佐
和
山
石
田
治
部
少
輔
」
と
あ
る
た
め
、
三
成
は
天
正
一
九
年
五
月
に
は
佐
和
山

に
い
た
と
い
う
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
、
文
禄
四
年
説
が
否
定
さ
れ
た
。

　一
方
、
文
禄
四
年
説
は
、
文
禄
四
年
の
「
秀
次
事
件
」
の
後
の
所
領
の
再
編
成
に

よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。19
『
多
聞
院
日
記
』に「
秀
次
事
件
」の
記
事
に
続
け
て
、「
石

6

田
治
部
少
輔
へ
ハ
、
江
州
ニ
テ
丗
万
石
ノ
知
行
被
与
之
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
を

根
拠
と
し
て
い
る
。19
秀
次
の
本
拠
地
は
尾
張
国
清
須
だ
が
、近
江
に
も
蔵
入
地
が
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
残
さ
れ
た
領
地
に
三
成
が
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。20
『
多

聞
院
日
記
』
は
、
伝
聞
だ
が
、
同
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
無
視
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
天
正
一
八
年
説
で
は
、『
多
聞
院
日
記
』の
記
事
を「
秀

次
事
件
」
の
後
に
加
増
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。21

加
増
で
あ
る
な
ら
ば
三
成
は

既
に
あ
る
程
度
の
所
領
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
天
正
一
八
年
説
で

は
そ
れ
以
前
の
所
領
を
、
ど
こ
に
、
ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
た
の
か
が
説
明
さ
れ
て
お

ら
ず
、
文
禄
四
年
説
を
完
全
に
否
定
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。22

文
禄
四
年
説
は
、

今
井
林
太
郎
氏
の
『
石
田
三
成
』
が
代
表
的
で
あ
り
、23

ま
た
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
作
成
の
「
史
料
稿
本
」
で
も
、
文
禄
四
年
八
月
に
「
秀
吉
、
石
田
三
成
を
近
江

佐
和
山
に
封
ず
」
と
い
う
綱
文
が
あ
る
。24

第
二
節

　
通
説
の
問
題
点

　通
説
と
さ
れ
て
き
た
天
正
一
八
年
説
と
文
禄
四
年
説
を
述
べ
て
き
た
が
、
伊
藤
氏

は
「
石
田
三
成
佐
和
山
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
内
で
、
岩
沢
氏
の
天

正
一
八
年
説
の
問
題
点
を
あ
げ
て
い
る
。25

① 

「
佐
和
山
領
有
」
の
意
味
に
つ
い
て

　岩
沢
氏
は
「
佐
和
山
領
有
」
と
い
う
語
句
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
成
が

天
正
一
八
年
七
月
に
「
佐
和
山
領
有
」
を
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
く
ら
い

の
範
囲
で
、
ど
の
よ
う
な
統
治
を
し
て
い
た
の
か
、
石
高
は
い
く
ら
な
の
か
と
い
う

指
摘
を
伊
藤
氏
は
し
て
い
る
。
ま
た
岩
沢
氏
は
、「
三
成
の
佐
和
山
支
配
」
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
は
代
官
と
し
て
の
「
支
配
」
や
代
官
と
し
て
の
地
位

の
変
遷
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
支
配
」
と
い
っ
て
よ
い
の
か
と
い
う
点
も

指
摘
す
る
。
三
成
が
天
正
一
八
年
七
月
か
ら
「
佐
和
山
領
有
」
を
し
て
い
た
の
で
あ

れ
ば
、
文
禄
四
年
ま
で
の
時
期
に
、
三
成
が
領
主
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
配
を
し
て

い
た
の
か
と
い
う
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

② 

「
佐
和
山
領
有
」
と
代
官
就
任
時
期
の
ず
れ

　岩
沢
氏
は
「
佐
和
山
領
有
」
を
天
正
一
八
年
七
月
、
代
官
就
任
を
天
正
一
九
年
四

月
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
佐
和
山
領
有
」
と
代
官
就
任
の
間
に
九
ヶ
月
の
ず

れ
が
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
伊
藤
氏
は
論
文
内
で
、
領
知
宛
行
と
そ
の
間
近
で

蔵
入
地
の
代
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
事
例
を
集
め
て
表
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
領
知
宛
行
と
同
じ
日
に
蔵
入
地
の
代
官
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
ず
れ
て
い
た
と
し
て
も
山
内
一
豊
の
場
合
は
約
一
ヶ
月
、
新
庄
東
玉
の

場
合
は
二
日
で
あ
る
。

③ 

小
田
原
攻
め
後
に
お
け
る
所
領
宛
行
の
状
況

　岩
沢
氏
の
論
文
で
は
、
小
田
原
攻
め
の
後
の
所
領
の
移
動
を
三
成
や
家
康
な
ど
が

平
行
移
動
し
た
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
天
正
一
八
年
七
月
に
一
気
に
領
主

の
移
動
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
と
い
う
点
も
指
摘
す
る
。

【
史
料
②
】

佐
竹
義
重
幷
妻
子
令
上
洛
候
間
、
伝
馬
百
疋
・
人
足
丗
人
申
付
、
公
領
中
慥
可

送
届
候
、
宿
等
入
念
可
令
馳
走
候
也
、

八
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（（

豊
臣
秀
吉
）

朱
印
）

　
　
　

柏
原
よ
り
八
幡
山
ま
て

　
　
　堀

尾
帯（

吉
晴
）刀

と
の
へ

　
　
　山

内
対（

一
豊
）馬

守
と
の
へ

　こ
の
史
料
は
、
小
田
原
攻
め
に
伴
い
、
秀
吉
に
従
属
し
た
常
陸
国
の
戦
国
大
名
で

あ
っ
た
佐
竹
義
重
と
そ
の
妻
子
が
上
洛
す
る
際
の
宿
送
り
を
、
秀
吉
が
堀
尾
吉
晴
と

山
内
一
豊
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
佐
竹
一
行
が
佐
和
山
を
通
過
す
る
の
は
、
八
月

一
日
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
佐
竹
が
上
洛
す
る
の
は
九
月
一
四
日
で
、

佐
和
山
を
通
過
す
る
の
は
九
月
一
二
日
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
和
山
を
通
過
す
る
ま

で
堀
尾
は
佐
和
山
城
主
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　ま
た
、
堀
尾
の
浜
松
で
の
活
動
が
確
認
で
き
る
初
見
の
も
の
は
天
正
十
八
年
一
二

月
一
二
日
の
た
め
、
浜
松
へ
の
移
封
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
な
る
。
山
内
は
、
佐
竹

の
上
洛
の
六
日
後
で
あ
る
九
月
二
〇
日
付
で
、
秀
吉
か
ら
遠
江
内
に
て
所
領
を
宛
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
堀
尾
も
佐
竹
の
上
洛
後
に
浜
松
に
移
っ
た
可
能
性
が
高
い

の
で
あ
る
。

　史
料
①
に
よ
っ
て
、
三
成
が
佐
和
山
城
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
天

正
一
八
年
七
月
の
知
行
割
り
が
き
っ
か
け
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
堀
尾
が
浜
松
に

移
っ
た
の
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
成
が
天
正
一
八
年
七
月
に

佐
和
山
を
「
領
有
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
史
料
②
に
よ
っ
て
、

天
正
一
八
年
八
月
一
日
の
段
階
で
、
遅
く
と
も
九
月
一
二
日
頃
ま
で
、
堀
尾
が
佐
和

229
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的
な
要
素
が
加
わ
っ
て
い
っ
た
。11
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
閏
八
月
に
堀
尾
吉

晴
が
入
城
し
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
九
月
頃
ま
で
城
主
を
し
て
い
た
。12
三

成
が
佐
和
山
城
主
と
な
り
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
三
成
が

敗
北
す
る
と
、
佐
和
山
城
は
井
伊
直
政
ら
に
攻
め
ら
れ
落
城
す
る
。
こ
の
合
戦
の
論

功
行
賞
と
し
て
、
直
政
は
徳
川
家
康
か
ら
三
成
の
旧
領
を
与
え
ら
れ
、
一
〇
月
に
佐

和
山
城
に
入
城
し
て
い
る
。
直
政
は
佐
和
山
城
内
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
直
政
の
嫡

子
で
あ
る
井
伊
直
継
が
彦
根
城
を
築
城
し
た
。13
そ
の
際
、
佐
和
山
城
は
解
体
さ
れ

彦
根
城
の
資
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
は
石
垣
な
ど
を
除
い
て

ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
。

　前
述
し
た
よ
う
に
、
三
成
の
佐
和
山
城
へ
の
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
通
説
と

し
て
天
正
一
八
年
説
と
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）説
が
あ
っ
た
。
岩
沢
愿
彦
氏
の「
石

田
三
成
の
近
江
佐
和
山
領
有
」
と
い
う
論
文
に
よ
っ
て
、
天
正
一
八
年
説
が
有
力
視

さ
れ
て
い
た
。14
ま
ず
は
天
正
一
八
年
説
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　天
正
一
八
年
説
は
、
関
東
平
定
戦
に
よ
っ
て
秀
吉
が
小
田
原
の
北
条
氏
を
滅
ぼ
し

た
後
の
領
地
替
え
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。15
天
正
一
八
年
七
月
、
秀
吉

が
北
条
氏
を
滅
ぼ
し
た
後
、北
条
氏
が
支
配
し
て
い
た
関
東
に
徳
川
家
康
が
入
っ
た
。

家
康
は
そ
の
頃
、
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
甲
斐
・
信
濃
を
領
土
と
し
て
い
た
。
家
康

の
移
封
後
の
五
ヵ
国
に
、
秀
吉
は
尾
張
に
い
た
織
田
信
長
の
息
子
で
あ
る
織
田
信
雄

を
入
れ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
信
雄
は
織
田
氏
が
代
々
本
拠
地
と
し
て
い
た
尾
張

を
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
秀
吉
の
怒
り
に
触
れ
、改
易
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。16
家
康
と
信
雄
の
跡
に
は
、
近
江
の
八
幡
山
城
主
で
あ
っ
た
豊
臣
秀
次
や
宿
老

達
が
入
る
こ
と
と
な
る
。
秀
次
は
尾
張
へ
、
長
浜
城
主
で
あ
っ
た
山
内
一
豊
は
駿
河

の
掛
川
へ
、佐
和
山
城
主
で
あ
っ
た
堀
尾
吉
晴
は
遠
州
の
浜
松
へ
、水
口
城
主
で
あ
っ

た
中
村
一
氏
は
駿
府
城
へ
と
入
っ
た
。
つ
ま
り
、
佐
和
山
か
ら
浜
松
へ
移
っ
た
堀
尾

の
後
に
三
成
が
入
っ
た
と
い
う
の
が
、
天
正
一
八
年
説
で
あ
る
。17
こ
れ
を
裏
付
け

る
史
料
と
し
て
、
岩
沢
氏
は
五
月
一
一
日
付
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
を
示
し
て
い
る
。

【
史
料
①
】

古
河
之
姫
君
よ
り
使
之
女
房
衆
下
国
候
、
伝
馬
百
疋
・
輿
一
丁
之
人
夫
申
付
、

領
内
々
々
慥
可
送
届
候
、
同
宿
賄
以
下
可
申
付
候
、
猶
山
中
橘
内
可
申
候
也
、

五
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（（

豊
臣
秀
吉
）

朱
印
）

　
　
　

京

　
　
　民（

前
田
玄
以
）

部
卿
法
印

大
津　

　
　新

庄（
直
頼
）駿

河
守
と
の
へ

佐
和
山

　
　
　石

田
治（

三
成
）部

少
輔
と
の
へ

垂
井
赤
坂

　
　
　竹

中
源（

隆
重
）助

と
の
へ

岐
阜　

　
　加

藤
清
左
衛
門
尉
と
の
へ

同
　
　
　百

々
又
右
衛
門
尉
と
の
へ

関
　
　
　太

田
小（

一
吉
）源

五
と
の
へ

木
曽　

　
　石

川
兵（

貞
清
）三

と
の
へ

信
府　

　
　石

川
出（

数
正
）雲

守
と
の
へ

小（
小
諸
）室　

　
　千（

仙
）石

権（
秀
久
）兵

衛
尉
と
の
へ

　
　
　上

野
国
所
々

　
　
　下

野
国
所
々

　
　
　榊

原
式（

康
政
）部

大
輔
と
の
へ

　こ
の
史
料
は
、
古
河
の
姫
君
の
女
房
衆
が
使
者
と
し
て
国
元
に
下
る
に
あ
た
り
、

秀
吉
が
三
成
ら
に
女
房
衆
の
宿
送
り
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
宛
所
の
諸
将
の
配
置

状
況
な
ど
か
ら
、岩
沢
氏
は
天
正
一
九
年
か
ら
文
禄
二
年
ま
で
の
も
の
と
推
定
し
た
。

し
か
し
、
天
正
二
〇
（
文
禄
元
）
年
・
文
禄
二
年
に
は
、
三
成
は
朝
鮮
出
兵
に
出
陣

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
史
料
は
天
正
一
九
年
の
も
の
と
確
定
で
き
る
。18
宛
所
に
は

「
佐
和
山
石
田
治
部
少
輔
」
と
あ
る
た
め
、
三
成
は
天
正
一
九
年
五
月
に
は
佐
和
山

に
い
た
と
い
う
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
、
文
禄
四
年
説
が
否
定
さ
れ
た
。

　一
方
、
文
禄
四
年
説
は
、
文
禄
四
年
の
「
秀
次
事
件
」
の
後
の
所
領
の
再
編
成
に

よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。19
『
多
聞
院
日
記
』に「
秀
次
事
件
」の
記
事
に
続
け
て
、「
石

6

田
治
部
少
輔
へ
ハ
、
江
州
ニ
テ
丗
万
石
ノ
知
行
被
与
之
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
を

根
拠
と
し
て
い
る
。19
秀
次
の
本
拠
地
は
尾
張
国
清
須
だ
が
、近
江
に
も
蔵
入
地
が
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
残
さ
れ
た
領
地
に
三
成
が
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。20
『
多

聞
院
日
記
』
は
、
伝
聞
だ
が
、
同
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
無
視
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
天
正
一
八
年
説
で
は
、『
多
聞
院
日
記
』の
記
事
を「
秀

次
事
件
」
の
後
に
加
増
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。21

加
増
で
あ
る
な
ら
ば
三
成
は

既
に
あ
る
程
度
の
所
領
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
天
正
一
八
年
説
で

は
そ
れ
以
前
の
所
領
を
、
ど
こ
に
、
ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
た
の
か
が
説
明
さ
れ
て
お

ら
ず
、
文
禄
四
年
説
を
完
全
に
否
定
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。22

文
禄
四
年
説
は
、

今
井
林
太
郎
氏
の
『
石
田
三
成
』
が
代
表
的
で
あ
り
、23

ま
た
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
作
成
の
「
史
料
稿
本
」
で
も
、
文
禄
四
年
八
月
に
「
秀
吉
、
石
田
三
成
を
近
江

佐
和
山
に
封
ず
」
と
い
う
綱
文
が
あ
る
。24

第
二
節

　
通
説
の
問
題
点

　通
説
と
さ
れ
て
き
た
天
正
一
八
年
説
と
文
禄
四
年
説
を
述
べ
て
き
た
が
、
伊
藤
氏

は
「
石
田
三
成
佐
和
山
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
内
で
、
岩
沢
氏
の
天

正
一
八
年
説
の
問
題
点
を
あ
げ
て
い
る
。25

① 

「
佐
和
山
領
有
」
の
意
味
に
つ
い
て

　岩
沢
氏
は
「
佐
和
山
領
有
」
と
い
う
語
句
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
成
が

天
正
一
八
年
七
月
に
「
佐
和
山
領
有
」
を
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
く
ら
い

の
範
囲
で
、
ど
の
よ
う
な
統
治
を
し
て
い
た
の
か
、
石
高
は
い
く
ら
な
の
か
と
い
う

指
摘
を
伊
藤
氏
は
し
て
い
る
。
ま
た
岩
沢
氏
は
、「
三
成
の
佐
和
山
支
配
」
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
は
代
官
と
し
て
の
「
支
配
」
や
代
官
と
し
て
の
地
位

の
変
遷
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
支
配
」
と
い
っ
て
よ
い
の
か
と
い
う
点
も

指
摘
す
る
。
三
成
が
天
正
一
八
年
七
月
か
ら
「
佐
和
山
領
有
」
を
し
て
い
た
の
で
あ

れ
ば
、
文
禄
四
年
ま
で
の
時
期
に
、
三
成
が
領
主
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
配
を
し
て

い
た
の
か
と
い
う
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

② 

「
佐
和
山
領
有
」
と
代
官
就
任
時
期
の
ず
れ

　岩
沢
氏
は
「
佐
和
山
領
有
」
を
天
正
一
八
年
七
月
、
代
官
就
任
を
天
正
一
九
年
四

月
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
佐
和
山
領
有
」
と
代
官
就
任
の
間
に
九
ヶ
月
の
ず

れ
が
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
伊
藤
氏
は
論
文
内
で
、
領
知
宛
行
と
そ
の
間
近
で

蔵
入
地
の
代
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
事
例
を
集
め
て
表
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
領
知
宛
行
と
同
じ
日
に
蔵
入
地
の
代
官
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
ず
れ
て
い
た
と
し
て
も
山
内
一
豊
の
場
合
は
約
一
ヶ
月
、
新
庄
東
玉
の

場
合
は
二
日
で
あ
る
。

③ 

小
田
原
攻
め
後
に
お
け
る
所
領
宛
行
の
状
況

　岩
沢
氏
の
論
文
で
は
、
小
田
原
攻
め
の
後
の
所
領
の
移
動
を
三
成
や
家
康
な
ど
が

平
行
移
動
し
た
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
天
正
一
八
年
七
月
に
一
気
に
領
主

の
移
動
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
と
い
う
点
も
指
摘
す
る
。

【
史
料
②
】

佐
竹
義
重
幷
妻
子
令
上
洛
候
間
、
伝
馬
百
疋
・
人
足
丗
人
申
付
、
公
領
中
慥
可

送
届
候
、
宿
等
入
念
可
令
馳
走
候
也
、

八
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（（

豊
臣
秀
吉
）

朱
印
）

　
　
　

柏
原
よ
り
八
幡
山
ま
て

　
　
　堀

尾
帯（

吉
晴
）刀

と
の
へ

　
　
　山

内
対（

一
豊
）馬

守
と
の
へ

　こ
の
史
料
は
、
小
田
原
攻
め
に
伴
い
、
秀
吉
に
従
属
し
た
常
陸
国
の
戦
国
大
名
で

あ
っ
た
佐
竹
義
重
と
そ
の
妻
子
が
上
洛
す
る
際
の
宿
送
り
を
、
秀
吉
が
堀
尾
吉
晴
と

山
内
一
豊
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
佐
竹
一
行
が
佐
和
山
を
通
過
す
る
の
は
、
八
月

一
日
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
佐
竹
が
上
洛
す
る
の
は
九
月
一
四
日
で
、

佐
和
山
を
通
過
す
る
の
は
九
月
一
二
日
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
和
山
を
通
過
す
る
ま

で
堀
尾
は
佐
和
山
城
主
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　ま
た
、
堀
尾
の
浜
松
で
の
活
動
が
確
認
で
き
る
初
見
の
も
の
は
天
正
十
八
年
一
二

月
一
二
日
の
た
め
、
浜
松
へ
の
移
封
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
な
る
。
山
内
は
、
佐
竹

の
上
洛
の
六
日
後
で
あ
る
九
月
二
〇
日
付
で
、
秀
吉
か
ら
遠
江
内
に
て
所
領
を
宛
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
堀
尾
も
佐
竹
の
上
洛
後
に
浜
松
に
移
っ
た
可
能
性
が
高
い

の
で
あ
る
。

　史
料
①
に
よ
っ
て
、
三
成
が
佐
和
山
城
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
天

正
一
八
年
七
月
の
知
行
割
り
が
き
っ
か
け
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
堀
尾
が
浜
松
に

移
っ
た
の
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
成
が
天
正
一
八
年
七
月
に

佐
和
山
を
「
領
有
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
史
料
②
に
よ
っ
て
、

天
正
一
八
年
八
月
一
日
の
段
階
で
、
遅
く
と
も
九
月
一
二
日
頃
ま
で
、
堀
尾
が
佐
和

228

（27） （26）
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佐和山城主としての石田三成

山
城
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

④ 

天
正
一
九
年
検
地

　近
江
で
天
正
一
九
年
に
江
南
か
ら
江
北
に
か
け
て
検
地
が
行
わ
れ
た
が
、岩
沢
氏
の

論
文
で
は
検
地
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
も
伊
藤
氏
は
指
摘
す
る
。

　天
正
一
九
年
閏
正
月
に
、一
〇
名
の
検
地
奉
行
が
秀
吉
か
ら
検
地
を
命
じ
ら
れ
た
。

現
在
の
彦
根
市
域
で
は
、
同
年
二
月
二
七
日
付
の
長
命
寺
領
愛
知
郡
下
平
流
村
検
地

帳
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
三
月
一
〇
日
に
は
、
坂
田
郡
朝
妻
・
多
良
・
小
野
庄
で
検

地
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
検
地
の
結
果
、
四
月
二
三
日
に
一
斉
に
領
知
宛
行
状
が

発
給
さ
れ
た
。
こ
の
四
日
後
の
四
月
二
七
日
付
で
、
三
成
は
代
官
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
。
②
「
佐
和
山
領
有
」
と
代
官
就
任
時
期
の
ず
れ
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

蔵
入
地
の
代
官
と
領
知
宛
行
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
同
日
で
あ
っ
た
。こ
れ
を
踏
ま
え
る

と
、佐
和
山
城
に
入
っ
た
の
も
こ
の
時
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
節

　
天
正
一
九
年
四
月
説

　通
説
と
な
っ
て
い
た
天
正
一
八
年
説
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
伊
藤
氏
は
、
天
正

一
九
年
（
一
五
九
一
）
四
月
説
を
提
唱
し
て
い
る
。

　天
正
一
九
年
四
月
二
七
日
付
で
、
三
成
は
秀
吉
の
直
轄
領
の
代
官
に
任
じ
ら

れ
て
い
る
。
蔵
入
目
録
朱
印
状
に
よ
る
と
、
預
け
ら
れ
た
直
轄
領
は
、
犬
上
郡

二
万
二
六
〇
〇
石
余
・
坂
田
郡
一
万
五
七
〇
〇
石
余
・
美
濃
国
七
一
〇
〇
石
余
、
合

計
四
万
五
〇
〇
〇
石
余
で
あ
っ
た
。26

近
江
の
蔵
入
地
は
佐
和
山
城
周
辺
に
点
在
し

て
い
る
。

【
史
料
③
】

ち（

知

行

）

き
や
う
出
候
お
ほ
へ
の
事

一
拾
ま
ん
石

　い（

家

康

）

ゑ
や
す
へ

一
四
ま
ん
石

　さ（
佐
和
）わ

山
し
ろ
つ
き
の
事

一
三
ま
ん
石

　こ（
甲
賀
）

う
か
の
し
ろ
つ
き
の
事

一
壱
ま
ん
石

　八
ま（

幡
）ん

山
の
物（

者
）

一
二
ま
ん
石

　同
八
ま
ん
山
の
も
の

一
三
ま
ん
石

　同
八
ま
ん
山
く
ら
入
候

一
二
ま
ん
石

　同
小
き
う
人

　以
上
十
五
ま
ん
石

　廿
四
ま
ん
五
千
六
百
石

　こ
の
史
料
は
秀
吉
の
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、『
豊
太
閤
真
蹟
集
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。「
さ
わ
山
」・「
こ
う
か
」・「
八
ま
ん
山
」
と
い
う
近
江
の
地
名
が
書

か
れ
て
お
り
、
こ
の
三
ヶ
所
の
城
に
城
主
が
い
な
い
時
期
は
、
秀
次
が
尾
張
に
転
封

に
な
っ
た
時
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
正
一
九
年
の
検
地
が
終
了
し
た
後
に
、
近

江
国
内
で
の
所
領
の
配
置
に
つ
い
て
秀
吉
自
身
が
考
え
て
い
た
覚
書
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。27

天
正
一
九
年
四
月
二
三
日
付
で
、
家
康
に
近
江
国
内
の
野
洲
郡
や
甲
賀
郡

で
九
万
石
の
所
領
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
史
料
が
天
正
一
九
年
の
検
地
の
後
の

も
の
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
「
さ
わ
山
し
ろ
つ
き
」
が
確
実
と
な
る
の
は
、
三
成
の

代
官
地
と
な
る
。
犬
上
郡
と
坂
田
郡
の
蔵
入
地
の
合
計
が
覚
書
の
四
万
石
に
近
い
数

字
と
な
る
。
つ
ま
り
、
蔵
入
地
の
み
を
指
し
て
お
り
、「
さ
わ
山
し
ろ
つ
き
」
の
三

成
の
知
行
地
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
城
の
周
り
に
は
蔵
入
地
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
三
成
自
身
の
所
領
は
城
の
周
り
で
は
な
く
、
美
濃
国
内
に
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
史
料
④
】

於
濃
州
北
方
内
百
三
拾
六
石
五
斗
・
末
守
村
之
内
六
拾
八
石
壱
斗
四
升
・
松
尾

村
之
内
四
拾
五
石
三
斗
六
升
、
合
弐
百
五
拾
石
令
扶
助
訖
、
全
可
領
知
者
也
、

立
石
番
普
請
其
外
諸
事
軍
役
法
度
之
事
、
寄
親
可
任
覚
悟
之
旨
申
出
候
上
者
、

毛
頭
於
其
構
無
所
存
者
可
為
曲
事
者
也
、

天
正
十
九

　
　
　五

月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　治

（
石
田
三
成
）

少
（
花
押
）

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　北

畠
助
大
夫
殿

　こ
の
史
料
は
、
三
成
が
家
臣
で
あ
る
北
畠
助
大
夫
に
美
濃
国
内
で
所
領
を
与
え
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
美
濃
に
三
成
の
所
領
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
、
天
正
十
九
年
五
月
三
日
と
い
う
日
付
か
ら
、
こ
の
史
料
は
代
官
地

と
同
日
あ
た
り
に
三
成
へ
領
知
宛
行
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
に
も
な
っ
て
い
る
。

　伊
藤
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
、三
成
は
天
正
十
九
年
四
月
二
七
日
頃
に
「
佐
和
山
領
」

の
領
主
で
は
な
く
、「
さ
わ
山
し
ろ
つ
き
」
の
蔵
入
地
の
代
官
と
な
り
、
美
濃
に
所

領
を
持
つ
大
名
と
し
て
、
預
か
り
の
城
で
あ
る
佐
和
山
城
に
入
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
美
濃
で
の
石
高
は
不
明
で
あ
る
が
、
美
濃
で
の
三
成
領
の
拠
点
は
神
戸
村
（
安

八
郡
神
戸
町
）
で
あ
る
。28

8

　天
正
一
九
年
四
月
の
段
階
で
三
成
の
所
領
が
近
江
に
な
い
こ
と
は
、
天
正
一
八
年

説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
史
料
①
と
も
矛
盾
し
な
い
。29
こ
の
史
料
は
天
正
一
九
年

五
月
一
一
日
に
佐
和
山
城
に
い
た
こ
と
を
示
す
だ
け
の
史
料
な
の
で
あ
る
。

　天
正
一
九
年
四
月
頃
、三
成
は
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
佐
和
山
城
に
入
城
し
た
が
、

文
禄
四
年
七
月
の
秀
次
事
件
に
よ
っ
て
豊
臣
政
権
内
で
の
位
置
付
け
が
変
わ
る
。

【
史
料
⑤
】

（
前
略
）
返
す
返
す
関（

豊
臣
秀
次
）

白
殿
御
事
悉
く
相
す
み
、
毛
頭
御
気
遣
い
こ
れ
な
く
候
。

（
中
略
）
以
上
。

態
と
別
紙
を
も
っ
て
申
し
入
れ
候
。（
中
略
）
は
た
ま
た
こ
の
た
び
治
部
少
御

知
行
一
廉
拝
領
申
し
候
。
御
前
の
仕
合
残
る
所
な
く
候
。
御
心
安
か
る
べ
く
候
。

京
都
諸（

所
）司

代
、
増
田
殿
・
治
部
少
に
仰
せ
付
け
ら
れ
候
。（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　安

三
郎
兵

八
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　秀

安
（
花
押
）

頼（
相
良
）房

様
　
　参

人
々
御
中

　こ
の
史
料
は
、三
成
の
家
臣
で
あ
る
安
宅
秀
安
が
相
良
頼
房（
初
代
人
吉
藩
主
相
良

長
毎
）に
対
し
て
、京
都
の
情
勢
や
三
成
の
近
況
を
報
告
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。30

三
成
と
増
田
が
京
都
所
司
代
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
秀
次
事
件
の
事
後
処
理
の
た
め

で
、
支
配
強
化
や
治
安
維
持
を
行
っ
て
い
た
。

　豊
臣
秀
次
の
死
と
、そ
れ
に
伴
う
三
成
な
ど
の
奉
行
人
層
の
地
位
の
上
昇
が
目
に
見

え
る
形
と
な
っ
た
の
が
、文
禄
四
年
八
月
の
三
成
の
佐
和
山
城
入
城
で
あ
っ
た
。31

こ
れ
は
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
で
は
な
く
、
江
北
四
郡
を
治
め
る
城
持
ち
の

大
名
と
し
て
で
あ
っ
た
。

　以
上
の
よ
う
に
、
第
二
章
で
は
、
三
成
の
佐
和
山
城
の
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
、

通
説
で
あ
っ
た
天
正
一
八
年
説
と
文
禄
四
年
説
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。
そ
し
て
、

伊
藤
氏
に
よ
る
天
正
一
八
年
説
の
問
題
点
と
、
新
た
な
説
で
あ
る
天
正
一
九
年
四
月

説
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
伊
藤
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
、
三
成
は
天
正
一
九
年
四
月

二
七
日
頃
に
、
美
濃
に
所
領
を
持
つ
大
名
で
あ
り
、
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
、

佐
和
山
城
に
入
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
第
三
章
で
は
、
三
成
が
実
際
に
佐
和
山
城

主
と
し
て
何
を
行
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第
三
章

　
佐
和
山
城
主
と
し
て
の
政
策

第
一
節

　
十
三
ヶ
条
と
九
ヶ
条
の
掟
書

　三
成
は
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
三
月
朔
日
付
で
領
内
の
村
々
に
、
掟
書
を
下

し
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
こ
の
掟
書
を
も
と
に
、
三
成
が
佐
和
山
城
主
と
し
て

ど
の
よ
う
に
民
政
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
掟
書
は
二
種
類
あ
り
、

十
三
ヶ
条
の
掟
書
と
九
ヶ
条
の
掟
書
が
あ
る
。
十
三
ヶ
条
の
掟
書
と
は
蔵
入
地
に
出

さ
れ
た
も
の
で
、
九
ヶ
条
の
掟
書
と
は
三
成
の
家
臣
の
所
領
で
あ
る
知
行
地
を
対
象

と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。32
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
で
、
十
三
ヶ
条
の
掟
書

は
、
犬
上
郡
堀
村
、
坂
田
郡
成
菩
提
院
村
、
坂
田
郡
多
和
田
村
、
浅
井
郡
田
川
村
、

浅
井
郡
郡
上
村
、
伊
香
郡
東
柳
野
村
、
伊
香
郡
千
田
村
、
坂
田
郡
伊
吹
村
、
浅
井
郡

西
主
計
村
、
浅
井
郡
尊
勝
寺
村
、
伊
香
郡
椿
井
坂
村
に
出
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

九
ヶ
条
の
掟
書
は
、
坂
田
郡
八
条
村
、
浅
井
郡
落
村
、
浅
井
郡
河
毛
村
、
浅
井
郡
速

水
村
、
浅
井
郡
高
田
村
、
浅
井
郡
弓
削
村
、
伊
香
郡
黒
田
村
、
伊
香
郡
大
沢
村
、
浅

井
郡
難
波
村
に
出
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

　次
に
、
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
史
料
⑥
は
、
坂
田
郡
之
内
八
条
村
に
下
さ
れ

た
九
ヶ
条
の
掟
書
で
あ
る
。33
八
条
村
は
、
現
在
の
長
浜
市
八
条
町
で
あ
る
。

【
史
料
⑥
】坂

田
郡
之
内
八
条
村
掟
条
々

当
村
家
数
弐
拾
九
間
内

一
、
八
間

　
　寺

庵
、
や
も
め

一
、
弐
間

　
　庄

屋
、
あ
る
き

一
、
拾
九
間

　役（
夫
脱
）人

　
　
　以

上

右
用
ニ
た
ゝ
す
引
、
此
拾
九
間
と
し
て
詰
夫
六
人
相
つ
め
可
申
候
、
此

村
へ
他
郷
よ
り
出
作
又
ハ
地
下
ニ
田
作
候
て
、
夫
不
仕
も
の
よ
り
出
す

夫
米
ハ
右
四
人
の
つ
め
夫
の
入
用
ニ
可
仕
候
、
出
作
多
候
て
、
夫
米
あ

ま
り
候
ハ
ヽ
地
下
の
と
く
用
い
た
る
べ
し
、

　
　
　以

上

一
、
ね（

年
貢
）

ん
ぐ
の
お（

納
）さ

め
や
う
の
事
、
田
か（

苅
）ら

ざ
る
ま（

前
）へ

に
田
が（

頭

）

し
ら
ニ
て
見
は（

計
）か

ら
い
め（

免
）ん

之
儀
あ（

相

定

）

ひ
さ
た
む
べ
し
、
も
し
き（

給
）う

人
百
姓
念
ち（

違
）か

い
の
田
あ
ら

227

佐和山城主としての石田三成

（29） （28）
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佐和山城主としての石田三成

山
城
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

④ 

天
正
一
九
年
検
地

　近
江
で
天
正
一
九
年
に
江
南
か
ら
江
北
に
か
け
て
検
地
が
行
わ
れ
た
が
、岩
沢
氏
の

論
文
で
は
検
地
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
も
伊
藤
氏
は
指
摘
す
る
。

　天
正
一
九
年
閏
正
月
に
、一
〇
名
の
検
地
奉
行
が
秀
吉
か
ら
検
地
を
命
じ
ら
れ
た
。

現
在
の
彦
根
市
域
で
は
、
同
年
二
月
二
七
日
付
の
長
命
寺
領
愛
知
郡
下
平
流
村
検
地

帳
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
三
月
一
〇
日
に
は
、
坂
田
郡
朝
妻
・
多
良
・
小
野
庄
で
検

地
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
検
地
の
結
果
、
四
月
二
三
日
に
一
斉
に
領
知
宛
行
状
が

発
給
さ
れ
た
。
こ
の
四
日
後
の
四
月
二
七
日
付
で
、
三
成
は
代
官
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
。
②
「
佐
和
山
領
有
」
と
代
官
就
任
時
期
の
ず
れ
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

蔵
入
地
の
代
官
と
領
知
宛
行
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
同
日
で
あ
っ
た
。こ
れ
を
踏
ま
え
る

と
、佐
和
山
城
に
入
っ
た
の
も
こ
の
時
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
節

　
天
正
一
九
年
四
月
説

　通
説
と
な
っ
て
い
た
天
正
一
八
年
説
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
伊
藤
氏
は
、
天
正

一
九
年
（
一
五
九
一
）
四
月
説
を
提
唱
し
て
い
る
。

　天
正
一
九
年
四
月
二
七
日
付
で
、
三
成
は
秀
吉
の
直
轄
領
の
代
官
に
任
じ
ら

れ
て
い
る
。
蔵
入
目
録
朱
印
状
に
よ
る
と
、
預
け
ら
れ
た
直
轄
領
は
、
犬
上
郡

二
万
二
六
〇
〇
石
余
・
坂
田
郡
一
万
五
七
〇
〇
石
余
・
美
濃
国
七
一
〇
〇
石
余
、
合

計
四
万
五
〇
〇
〇
石
余
で
あ
っ
た
。26

近
江
の
蔵
入
地
は
佐
和
山
城
周
辺
に
点
在
し

て
い
る
。

【
史
料
③
】

ち（

知

行

）

き
や
う
出
候
お
ほ
へ
の
事

一
拾
ま
ん
石

　い（

家

康

）

ゑ
や
す
へ

一
四
ま
ん
石

　さ（
佐
和
）わ

山
し
ろ
つ
き
の
事

一
三
ま
ん
石

　こ（
甲
賀
）

う
か
の
し
ろ
つ
き
の
事

一
壱
ま
ん
石

　八
ま（

幡
）ん

山
の
物（

者
）

一
二
ま
ん
石

　同
八
ま
ん
山
の
も
の

一
三
ま
ん
石

　同
八
ま
ん
山
く
ら
入
候

一
二
ま
ん
石

　同
小
き
う
人

　以
上
十
五
ま
ん
石

　廿
四
ま
ん
五
千
六
百
石

　こ
の
史
料
は
秀
吉
の
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、『
豊
太
閤
真
蹟
集
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。「
さ
わ
山
」・「
こ
う
か
」・「
八
ま
ん
山
」
と
い
う
近
江
の
地
名
が
書

か
れ
て
お
り
、
こ
の
三
ヶ
所
の
城
に
城
主
が
い
な
い
時
期
は
、
秀
次
が
尾
張
に
転
封

に
な
っ
た
時
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
正
一
九
年
の
検
地
が
終
了
し
た
後
に
、
近

江
国
内
で
の
所
領
の
配
置
に
つ
い
て
秀
吉
自
身
が
考
え
て
い
た
覚
書
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。27

天
正
一
九
年
四
月
二
三
日
付
で
、
家
康
に
近
江
国
内
の
野
洲
郡
や
甲
賀
郡

で
九
万
石
の
所
領
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
史
料
が
天
正
一
九
年
の
検
地
の
後
の

も
の
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
「
さ
わ
山
し
ろ
つ
き
」
が
確
実
と
な
る
の
は
、
三
成
の

代
官
地
と
な
る
。
犬
上
郡
と
坂
田
郡
の
蔵
入
地
の
合
計
が
覚
書
の
四
万
石
に
近
い
数

字
と
な
る
。
つ
ま
り
、
蔵
入
地
の
み
を
指
し
て
お
り
、「
さ
わ
山
し
ろ
つ
き
」
の
三

成
の
知
行
地
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
城
の
周
り
に
は
蔵
入
地
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
三
成
自
身
の
所
領
は
城
の
周
り
で
は
な
く
、
美
濃
国
内
に
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
史
料
④
】

於
濃
州
北
方
内
百
三
拾
六
石
五
斗
・
末
守
村
之
内
六
拾
八
石
壱
斗
四
升
・
松
尾

村
之
内
四
拾
五
石
三
斗
六
升
、
合
弐
百
五
拾
石
令
扶
助
訖
、
全
可
領
知
者
也
、

立
石
番
普
請
其
外
諸
事
軍
役
法
度
之
事
、
寄
親
可
任
覚
悟
之
旨
申
出
候
上
者
、

毛
頭
於
其
構
無
所
存
者
可
為
曲
事
者
也
、

天
正
十
九

　
　
　五

月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　治

（
石
田
三
成
）

少
（
花
押
）

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　北

畠
助
大
夫
殿

　こ
の
史
料
は
、
三
成
が
家
臣
で
あ
る
北
畠
助
大
夫
に
美
濃
国
内
で
所
領
を
与
え
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
美
濃
に
三
成
の
所
領
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
、
天
正
十
九
年
五
月
三
日
と
い
う
日
付
か
ら
、
こ
の
史
料
は
代
官
地

と
同
日
あ
た
り
に
三
成
へ
領
知
宛
行
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
に
も
な
っ
て
い
る
。

　伊
藤
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
、三
成
は
天
正
十
九
年
四
月
二
七
日
頃
に
「
佐
和
山
領
」

の
領
主
で
は
な
く
、「
さ
わ
山
し
ろ
つ
き
」
の
蔵
入
地
の
代
官
と
な
り
、
美
濃
に
所

領
を
持
つ
大
名
と
し
て
、
預
か
り
の
城
で
あ
る
佐
和
山
城
に
入
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
美
濃
で
の
石
高
は
不
明
で
あ
る
が
、
美
濃
で
の
三
成
領
の
拠
点
は
神
戸
村
（
安

八
郡
神
戸
町
）
で
あ
る
。28
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　天
正
一
九
年
四
月
の
段
階
で
三
成
の
所
領
が
近
江
に
な
い
こ
と
は
、
天
正
一
八
年

説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
史
料
①
と
も
矛
盾
し
な
い
。29
こ
の
史
料
は
天
正
一
九
年

五
月
一
一
日
に
佐
和
山
城
に
い
た
こ
と
を
示
す
だ
け
の
史
料
な
の
で
あ
る
。

　天
正
一
九
年
四
月
頃
、三
成
は
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
佐
和
山
城
に
入
城
し
た
が
、

文
禄
四
年
七
月
の
秀
次
事
件
に
よ
っ
て
豊
臣
政
権
内
で
の
位
置
付
け
が
変
わ
る
。

【
史
料
⑤
】

（
前
略
）
返
す
返
す
関（

豊
臣
秀
次
）

白
殿
御
事
悉
く
相
す
み
、
毛
頭
御
気
遣
い
こ
れ
な
く
候
。

（
中
略
）
以
上
。

態
と
別
紙
を
も
っ
て
申
し
入
れ
候
。（
中
略
）
は
た
ま
た
こ
の
た
び
治
部
少
御

知
行
一
廉
拝
領
申
し
候
。
御
前
の
仕
合
残
る
所
な
く
候
。
御
心
安
か
る
べ
く
候
。

京
都
諸（

所
）司

代
、
増
田
殿
・
治
部
少
に
仰
せ
付
け
ら
れ
候
。（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　安

三
郎
兵

八
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　秀

安
（
花
押
）

頼（
相
良
）房

様
　
　参

人
々
御
中

　こ
の
史
料
は
、三
成
の
家
臣
で
あ
る
安
宅
秀
安
が
相
良
頼
房（
初
代
人
吉
藩
主
相
良

長
毎
）に
対
し
て
、京
都
の
情
勢
や
三
成
の
近
況
を
報
告
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。30

三
成
と
増
田
が
京
都
所
司
代
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
秀
次
事
件
の
事
後
処
理
の
た
め

で
、
支
配
強
化
や
治
安
維
持
を
行
っ
て
い
た
。

　豊
臣
秀
次
の
死
と
、そ
れ
に
伴
う
三
成
な
ど
の
奉
行
人
層
の
地
位
の
上
昇
が
目
に
見

え
る
形
と
な
っ
た
の
が
、文
禄
四
年
八
月
の
三
成
の
佐
和
山
城
入
城
で
あ
っ
た
。31

こ
れ
は
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
で
は
な
く
、
江
北
四
郡
を
治
め
る
城
持
ち
の

大
名
と
し
て
で
あ
っ
た
。

　以
上
の
よ
う
に
、
第
二
章
で
は
、
三
成
の
佐
和
山
城
の
入
城
の
時
期
に
つ
い
て
、

通
説
で
あ
っ
た
天
正
一
八
年
説
と
文
禄
四
年
説
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。
そ
し
て
、

伊
藤
氏
に
よ
る
天
正
一
八
年
説
の
問
題
点
と
、
新
た
な
説
で
あ
る
天
正
一
九
年
四
月

説
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
伊
藤
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
、
三
成
は
天
正
一
九
年
四
月

二
七
日
頃
に
、
美
濃
に
所
領
を
持
つ
大
名
で
あ
り
、
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
、

佐
和
山
城
に
入
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
第
三
章
で
は
、
三
成
が
実
際
に
佐
和
山
城

主
と
し
て
何
を
行
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第
三
章

　
佐
和
山
城
主
と
し
て
の
政
策

第
一
節

　
十
三
ヶ
条
と
九
ヶ
条
の
掟
書

　三
成
は
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
三
月
朔
日
付
で
領
内
の
村
々
に
、
掟
書
を
下

し
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
こ
の
掟
書
を
も
と
に
、
三
成
が
佐
和
山
城
主
と
し
て

ど
の
よ
う
に
民
政
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
掟
書
は
二
種
類
あ
り
、

十
三
ヶ
条
の
掟
書
と
九
ヶ
条
の
掟
書
が
あ
る
。
十
三
ヶ
条
の
掟
書
と
は
蔵
入
地
に
出

さ
れ
た
も
の
で
、
九
ヶ
条
の
掟
書
と
は
三
成
の
家
臣
の
所
領
で
あ
る
知
行
地
を
対
象

と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。32
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
で
、
十
三
ヶ
条
の
掟
書

は
、
犬
上
郡
堀
村
、
坂
田
郡
成
菩
提
院
村
、
坂
田
郡
多
和
田
村
、
浅
井
郡
田
川
村
、

浅
井
郡
郡
上
村
、
伊
香
郡
東
柳
野
村
、
伊
香
郡
千
田
村
、
坂
田
郡
伊
吹
村
、
浅
井
郡

西
主
計
村
、
浅
井
郡
尊
勝
寺
村
、
伊
香
郡
椿
井
坂
村
に
出
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

九
ヶ
条
の
掟
書
は
、
坂
田
郡
八
条
村
、
浅
井
郡
落
村
、
浅
井
郡
河
毛
村
、
浅
井
郡
速

水
村
、
浅
井
郡
高
田
村
、
浅
井
郡
弓
削
村
、
伊
香
郡
黒
田
村
、
伊
香
郡
大
沢
村
、
浅

井
郡
難
波
村
に
出
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

　次
に
、
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
史
料
⑥
は
、
坂
田
郡
之
内
八
条
村
に
下
さ
れ

た
九
ヶ
条
の
掟
書
で
あ
る
。33
八
条
村
は
、
現
在
の
長
浜
市
八
条
町
で
あ
る
。

【
史
料
⑥
】坂

田
郡
之
内
八
条
村
掟
条
々

当
村
家
数
弐
拾
九
間
内

一
、
八
間

　
　寺

庵
、
や
も
め

一
、
弐
間

　
　庄

屋
、
あ
る
き

一
、
拾
九
間

　役（
夫
脱
）人

　
　
　以

上

右
用
ニ
た
ゝ
す
引
、
此
拾
九
間
と
し
て
詰
夫
六
人
相
つ
め
可
申
候
、
此

村
へ
他
郷
よ
り
出
作
又
ハ
地
下
ニ
田
作
候
て
、
夫
不
仕
も
の
よ
り
出
す

夫
米
ハ
右
四
人
の
つ
め
夫
の
入
用
ニ
可
仕
候
、
出
作
多
候
て
、
夫
米
あ

ま
り
候
ハ
ヽ
地
下
の
と
く
用
い
た
る
べ
し
、

　
　
　以

上

一
、
ね（

年
貢
）

ん
ぐ
の
お（

納
）さ

め
や
う
の
事
、
田
か（

苅
）ら

ざ
る
ま（

前
）へ

に
田
が（

頭

）

し
ら
ニ
て
見
は（

計
）か

ら
い
め（

免
）ん

之
儀
あ（

相

定

）

ひ
さ
た
む
べ
し
、
も
し
き（

給
）う

人
百
姓
念
ち（

違
）か

い
の
田
あ
ら

226

（29） （28）
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ば
、
升
づ
き
い
た
し
、
め
ん
さ
た
め
可
申
候
、
な
を
そ
の
う
へ
き
う
人
百
姓

ね
ん
ち
か
い
あ
ら
ば
、
そ
の
田
を
み（

皆
苅
）

な
か
り
候
て
、
い（

稲
）ね

三
ツ
に
わ（

分
）け

く
じ

取
ニ
い
た
し
、
二
ぶ（

分
）ん

給
人
一
ぶ（

分
）ん

百
姓
さ（

作

徳

）

く
と
く
に
と（

取
）り

可
申
候
、
壱
石

に
弐
升
の
く（

口
）ち

米
あ
げ
に
は
か
り
、
ひ（

一

重

俵

）

と
へ
た
わ
ら
に
し
、
そ
の
ぬ
し
〳
〵

は
か
り
申
候
か
、
又
其
身
は
か
り
申
事
な
ら
ぬ
者
ハ
、
中
の
は
か
り
て
や
と

い
は
か
ら
せ
可
申
候
、
升
は
只
今
つ
か
は
す
判
の
升
ニ
て
は
か
り
可
申
候
、

さ（

最

前

）

い
ぜ
ん
け（

検
）ん

地
衆
の
升
ふ
と
き
ほ
そ
き
候
間
、
中
を
と
り
た
め
合
つ
か
ば

（
マ
マ
）

す
也
、
五
里
は
も
ち
い
だ
し
可
申
候
、
五
里
の
外
二
三
里
ハ
百
姓
ひ
ま
の
す

き
ニ
は（

飯
）ん

米
を
き
う
人
つ
か
ハ
し
も
た
せ
可
申
候
、
此
外
む
つ
か
し
き
儀
あ

る
ま
し
き
事

一
、
此
村
定
夫
之
事
、
今
度
家
を
つ
け
夫
役
仕
り
候
も
の
か
き
ぬ
き
如
此
つ
め
夫

さ
だ
め
候
、
此
外
給
人
申
と
て
い
た
し
候
ハ
ヽ
百
姓
も
く（

曲
）せ

事
、
又
き
う
人

も
く
せ
事
ニ
候
間
、
き
ゝ
つ
げ

（
マ
マ
）次

第
百
姓
之
儀
ハ
申
ニ
お
よ
ハ
ず
給
人
そ
の

人
〳
〵
に
よ
り
、
そ
れ
〳
〵
に
く
せ
事
に
い
た
す
べ
き
事

一
、
此
村
の
田
よ（

余
）の

村
よ
り
作
り
候
ハ
ヽ
壱
石
に
弐
升
の
夫
米
と
り
可
申
候
、
当

郷
よ
り
よ
の
村
の
田
作
り
候
ハ
ヽ
壱
石
ニ
弐
升
ツ
ヽ
つ
か
は
す
べ
し
、
又
我

等
の
蔵
入
之
田
を
当
村
よ
り
作
り
候
ハ
ヽ
壱
石
ニ
壱
升
ツ
ヽ
つ
か
ハ
し
可
申

候
、
し（

自
然
）

ぜ
ん
此
村
へ
入
作
多
候
て
夫
米
詰
夫
の
ざ（

雑

用

）

う
よ
う
に
あ
ま
り
候
ハ
ヽ

此
地
下
の
と
く
用
に
い
た
す
べ
き
也
、又
此
地
下
の
内
に
田
は
た
作
り
候
て
、

其
身
夫
ニ
出
候
事
な
ら
ぬ
者
あ
ら
ば
、
夫
米
出
作
な
ミ
た
る
へ
き
事

一
、
出
作
之
儀
に
い
た
つ
て
ハ
他
郷
よ
り
あ
け
候
儀
も
無
用
た
る
べ
し
、
又
他
郷

の
を
作
り
来
候
を
あ
け
候
儀
も
た
か
い
に
ち
や（

停
止
）

う
じ
の
事

一
、
当
村
の
百
姓
之
内
さ
ん
ぬ
る
小
田
原
御
陣
の
後
ほ（

奉

公

）

う
こ
う
人
・
町
人
・

し（

職

）

よ
く
人
に
成
よ
そ
へ
ま
い
り
候
ハ
ヽ
返
し
候
へ
と
御
は
つ
と
に
候
間
、

き
ゝ
た
て
給
人
に
可
申
候
、
た
と
い
よ
の
里
へ
ま
い
り
田
を
作
り
候
と
も
、

も
と
の
村
へ
め
し
返
し
可
申
候
、
又
よ
そ
の
村
の
百
姓
罷
越
ゐ（

居
）候

と
も
、
地

下
中
ニ
か
ゝ（

抱
）へ

申
ま
し
く
候
、
し
ぜ
ん
か
ゝ
へ
申
者
候
ハ
ヽ
そ
の
者
の
事
ハ

申
に
を
よ
ば
す
地
下
中
く
せ
事
た
る
へ
き
事

一
、
何
事
ニ
よ
ら
す
百
姓
め
い
わ
く
の
事
候
ハ
ヽ
め（

目
安
）

や
す
に
て
そ（

奏

者

）

う
し
や
な
し
に

そ（
訴
訟
）

せ
う
可
申
候
、
又
如
此
申
と
て
す（

筋
）ち

な
き
事
を
申
た
き
ま
ゝ
に
申
候
ハ
ヽ

き（

糺

明

）

う
め
い
の
う
へ
け（

結
句
）

つ
く
其
身
く
せ
事
た
る
べ
き
間
、
か
ね
て
よ
く
下
ニ
て

せ
ん
さ
く
せ
し
め
可
申
上
事

一
、
定
夫
之
外
に
も
地
下
中
又
ハ
里
と
な
り
あ
る
き
な
と
に
は
給
人
ニ
つ
か
ハ
れ

可
申
事

一
、
此
村
も
し
我
等
蔵
入
に
成
候
ハ
ヽ
前
か（

廉
）と

よ
り
蔵
入
の
村
へ
つ
か
は
し
を
き

候
法
度
書
を
も
ち
い
是
を
ほ（

反
故
）

ん
ご
た
る
べ
き
事

一
、
さ（

作

職

）

く
し
き
之
儀
に
い
た
つ
て
ハ
此
さ
き
御
け
ん
ち
の
時
け
ん
地
帳
に
か
き
の

り
申
者
の
さ
ば
き
ニ
仕
、
人
に
と
ら
れ
候
事
も
、
又
む
か
し
わ
か
作
し
き
と

申
て
人
の
を
取
申
事
も
ち
や
う
じ
せ
し
む
る
也
、
付
給
人
に
見
せ
す
か
り
取

田
ハ
免
つ
か
は
し
申
ま
し
き
事

右
九
ヶ
条
如
件
、

　文
禄
五
年

　
　三

月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　治（

石
田
三
成
）

部
少
（
花
押
）

　
　
　

　最
初
に
村
名
が
記
さ
れ
、
巻
末
に
は
「
治
部
少
（
輔
）」
と
い
う
三
成
の
官
職
と

花
押
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
文
字
が
多
く
使
用
さ
れ
、
百
姓
が
掟
書
の
内
容
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。34
十
三
ヶ
条
の

も
の
は
、
九
ヶ
条
の
も
の
の
一
ヶ
条
分
を
二
ヶ
条
に
分
け
る
な
ど
し
て
い
る
た
め
、

条
数
は
異
な
る
が
内
容
は
ほ
と
ん
ど
重
複
し
て
い
る
。

　冒
頭
に
そ
の
村
の
軒
数
を
書
き
、
後
家
や
寺
な
ど
の
人
夫
役
を
負
担
で
き
な
い
家

を
除
き
、
村
が
差
し
出
す
べ
き
人
夫
数
を
確
定
さ
せ
て
い
る
。35
史
料
⑥
を
例
に
見

る
と
、八
条
村
に
は
全
部
で
二
九
軒
あ
り
、そ
の
内
八
軒
が
「
寺
庵
」
や
「
や
も
め
」、

二
軒
は
「
庄
屋
」
や
「
あ
る
き
」
と
な
る
。
そ
の
た
め
、残
り
の
一
九
軒
が
「
役
人
」

と
し
て
詰
夫
六
人
の
夫
役
負
担
を
勤
め
る
こ
と
と
な
る
。
第
一
条
は
、
年
貢
高
の
決

定
に
関
す
る
細
か
い
規
定
が
書
か
れ
て
い
る
。
百
姓
と
「
給
人
」
と
の
間
で
年
貢
高

に
つ
い
て
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
際
は
、
三
分
の
二
を
年
貢
と
し
、
残
り
を
百
姓
の

取
り
分
と
す
る
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
口
米
は
一
石
に
二
升
と
す
る
こ

と
、
枡
は
三
成
が
提
供
を
し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
第

二
条
で
は
、
百
姓
が
必
要
以
上
に
夫
役
を
出
し
た
り
、「
給
人
」
が
規
定
以
上
に
人

夫
を
徴
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
第
三
条
で
は
、
出
作
と
入
作
に
伴
う
夫
米

の
高
に
つ
い
て
規
定
が
さ
れ
て
い
る
。
第
四
条
で
は
、
他
村
へ
の
出
作
と
自
村
へ
の

入
作
、
共
に
耕
地
を
放
棄
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
第
五
条
で
は
、
村
の
百
姓

の
内
で
、
村
を
離
れ
て
武
家
の
奉
公
人
な
ど
に
な
っ
た
者
や
、
他
の
村
へ
行
っ
た
者
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に
つ
い
て
帰
住
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
村
の
住
人
が
町
や
他
村
な
ど
へ

行
っ
て
し
ま
い
、
夫
役
を
負
担
す
る
家
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め

で
あ
る
。
第
六
条
で
は
、
目
安
に
よ
っ
て
三
成
へ
の
直
訴
を
許
し
、
百
姓
を
保
護
す

る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
七
条
で
は
、
定
め
ら
れ
た
人
夫
の
他
に
も
村
内
や
隣

村
へ
の
触
れ
歩
き
な
ど
は
、
規
定
数
以
上
と
な
っ
て
も
対
応
す
る
よ
う
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
第
八
条
で
は
、「
給
人
」
領
で
あ
る
こ
の
村
が
三
成
の
直
轄
領
と
な
っ
た

ら
、
蔵
入
地
に
出
し
た
十
三
ヶ
条
の
掟
書
を
適
用
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

十
三
ヶ
条
の
掟
書
の
方
に
は
、そ
の
反
対
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
九
条
で
は
、

検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
耕
作
者
の
権
利
を
第
一
と
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　つ
ま
り
、
掟
書
の
内
容
は
、
領
主
側
の
夫
遣
い
の
制
限
、
検
地
帳
の
登
録
者
に
対

す
る
耕
作
権
の
保
証
、
升
の
公
定
と
統
一
、
年
貢
率
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
明
示
化
、

武
家
奉
公
人
や
農
・
商
な
ど
の
身
分
確
定
と
居
住
地
の
固
定
化
、「
目
安
」
で
の
百

姓
の
訴
訟
権
の
保
証
な
ど
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。36
一
方
、十
三
ヶ
条
と
九
ヶ

条
の
掟
書
の
違
い
は
、
夫
役
の
賦
課
基
準
に
あ
る
。37
蔵
入
地
（
十
三
ヶ
条
）
の
場

合
は
村
高
を
基
準
と
し
、知
行
地
（
九
ヶ
条
）
の
場
合
は
戸
数
を
基
準
と
し
て
い
る
。

ま
た
、年
貢
米
の
俵
拵
え
に
つ
い
て
、蔵
入
地
の
場
合
は
二
重
俵
を
、知
行
地
の
場
合

は
一
重
俵
を
用
い
る
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
蔵
入
地
の
方
は
、
年
貢
を
遠
隔
地

へ
移
送
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
欠
米
を
極
力
防
ご
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
年

貢
を
京
や
大
坂
へ
移
送
・
販
売
を
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　中
野
等
氏
は
三
成
に
つ
い
て
、「
当
時
の
大
名
の
な
か
で
、
自
己
の
所
領
内
に
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
き
め
細
か
く
、
綿
密
な
規
定
を
発
し
た
例
は
他
に
な
く
、
三
成
の
大

名
・
領
主
と
し
て
の
手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
。38

第
二
節

　
佐
和
山
城
の
改
築

　江
北
四
郡
の
領
主
と
な
っ
た
三
成
は
、
佐
和
山
城
の
大
改
修
と
新
し
く
領
地
と

な
っ
た
村
々
に
掟
書
を
出
し
た
。39
こ
の
二
つ
は
関
係
し
て
お
り
、
文
禄
五
年
の
掟

書
は
佐
和
山
城
の
修
築
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
改
修

の
た
め
に
は
人
足
が
必
要
と
な
る
が
、新
し
く
領
主
と
な
っ
た
三
成
や
そ
の
家
臣
が
、

際
限
な
く
百
姓
や
職
人
を
酷
使
す
る
と
人
の
心
が
離
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
人
足

を
徴
発
す
る
た
め
に
一
定
の
基
準
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
文
禄
五
年
の

掟
書
で
あ
っ
た
。
掟
書
は
、
四
郡
に
む
け
て
発
給
さ
れ
て
い
た
。
三
成
の
家
臣
で
あ

る
須
藤
通
光
が
長
浜
町
の
宿
老
中
に
出
し
た
書
状
が
あ
る
。40
長
浜
町
は
秀
吉
が
城

主
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
諸
役
免
除
の
特
権
を
得
て
い
た
。
そ
の
た
め
夫
役
を
拒

否
し
、
伏
見
に
向
か
い
秀
吉
に
訴
え
た
。
こ
の
書
状
は
、
伏
見
で
は
訴
え
を
認
め
た

が
、
三
成
は
免
除
に
応
じ
ず
、
須
藤
が
夫
役
に
応
じ
る
よ
う
に
と
宿
老
を
説
得
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
文
禄
五
年
に
出
さ
れ
た
書
状
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
既
に
四
郡

の
百
姓
に
普
請
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
佐
和
山
城
の
修
築
は
三

成
の
全
領
地
に
わ
た
る
程
大
規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
村
々
の
負
担
分
の
確
定
と
、
全

て
の
負
担
を
三
成
の
事
業
に
集
中
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。41

第
三
節

　
三
成
の
父
と
兄

　こ
れ
ま
で
三
成
が
村
々
に
出
し
た
掟
書
を
見
て
き
た
が
、
三
成
は
秀
吉
に
近
侍
し

て
い
た
た
め
、
居
城
で
あ
る
佐
和
山
城
に
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
三
成

に
代
わ
っ
て
、
父
が
江
北
四
郡
の
領
内
の
支
配
を
代
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。42
三

成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な
存
在
で
あ
る
父
と
兄
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
き
た
い
。

　三
成
の
父
で
あ
る
石
田
正
継
は
、坂
田
郡
石
田
村
（
長
浜
市
石
田
町
）
の
地
侍
で
、

も
と
も
と
は
石
田
十
左
衛
門
尉
正
継
と
名
乗
っ
て
い
た
。43
北
近
江
の
戦
国
大
名
で

あ
っ
た
浅
井
氏
に
仕
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。44
現
在
、
江
北
地
方
に
は
正
継
が

発
給
し
た
文
書
が
二
〇
通
余
り
残
っ
て
い
る
。

　三
成
の
佐
和
山
城
入
城
は
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
だ
が
、
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
に
江
北
四
郡
を
領
国
と
し
て
い
る
。
正
継
の
統
治
関
係
の
文
書
も
、

文
禄
四
年
以
降
の
も
の
が
大
半
と
な
る
。

【
史
料
⑦
】

法
花
寺
西
蔵
、
対
寺
家
へ
毎
度
任
雅
意
狼
藉
者
ニ
付
而
、
去
年
成
敗
ニ
遣
候
処
、

ち（

逐

電

）

く
て
ん
候
之
条
不
及
是
非
候
、
自
然
其
辺
は（

徘

徊

）

い
く
わ
い
候
者
、
地
下
人
を
り

あ
ひ
、
か
ら
め
と
り
、
め
し
つ
れ
可
罷
上
候
、
於
見
隠
聞
隠
者
可
為
曲
事
候
、

猶
以
至
于
時
相
働
族
於
在
之
者
打
ふ
せ
た
ゝ
き
殺
候
而
も
不
苦
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お（

隠
岐
）き

正
月
廿
三
日
（（
慶
長
二
年
））

　
　
　
　
　
　
　正（

石
田
）継

（
黒
印
）

　
　
　

　
　
　古

橋
地
下
人
中

　こ
の
史
料
は
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
正
月
二
三
日
に
、
正
継
が
古
橋
村
の
地
下

225

佐和山城主としての石田三成

（31） （30）
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ば
、
升
づ
き
い
た
し
、
め
ん
さ
た
め
可
申
候
、
な
を
そ
の
う
へ
き
う
人
百
姓

ね
ん
ち
か
い
あ
ら
ば
、
そ
の
田
を
み（

皆
苅
）

な
か
り
候
て
、
い（

稲
）ね

三
ツ
に
わ（

分
）け

く
じ

取
ニ
い
た
し
、
二
ぶ（

分
）ん

給
人
一
ぶ（

分
）ん

百
姓
さ（

作

徳

）

く
と
く
に
と（

取
）り

可
申
候
、
壱
石

に
弐
升
の
く（

口
）ち

米
あ
げ
に
は
か
り
、
ひ（

一

重

俵

）

と
へ
た
わ
ら
に
し
、
そ
の
ぬ
し
〳
〵

は
か
り
申
候
か
、
又
其
身
は
か
り
申
事
な
ら
ぬ
者
ハ
、
中
の
は
か
り
て
や
と

い
は
か
ら
せ
可
申
候
、
升
は
只
今
つ
か
は
す
判
の
升
ニ
て
は
か
り
可
申
候
、

さ（

最

前

）

い
ぜ
ん
け（

検
）ん

地
衆
の
升
ふ
と
き
ほ
そ
き
候
間
、
中
を
と
り
た
め
合
つ
か
ば

（
マ
マ
）

す
也
、
五
里
は
も
ち
い
だ
し
可
申
候
、
五
里
の
外
二
三
里
ハ
百
姓
ひ
ま
の
す

き
ニ
は（

飯
）ん

米
を
き
う
人
つ
か
ハ
し
も
た
せ
可
申
候
、
此
外
む
つ
か
し
き
儀
あ

る
ま
し
き
事

一
、
此
村
定
夫
之
事
、
今
度
家
を
つ
け
夫
役
仕
り
候
も
の
か
き
ぬ
き
如
此
つ
め
夫

さ
だ
め
候
、
此
外
給
人
申
と
て
い
た
し
候
ハ
ヽ
百
姓
も
く（

曲
）せ

事
、
又
き
う
人

も
く
せ
事
ニ
候
間
、
き
ゝ
つ
げ

（
マ
マ
）次

第
百
姓
之
儀
ハ
申
ニ
お
よ
ハ
ず
給
人
そ
の

人
〳
〵
に
よ
り
、
そ
れ
〳
〵
に
く
せ
事
に
い
た
す
べ
き
事

一
、
此
村
の
田
よ（

余
）の

村
よ
り
作
り
候
ハ
ヽ
壱
石
に
弐
升
の
夫
米
と
り
可
申
候
、
当

郷
よ
り
よ
の
村
の
田
作
り
候
ハ
ヽ
壱
石
ニ
弐
升
ツ
ヽ
つ
か
は
す
べ
し
、
又
我

等
の
蔵
入
之
田
を
当
村
よ
り
作
り
候
ハ
ヽ
壱
石
ニ
壱
升
ツ
ヽ
つ
か
ハ
し
可
申

候
、
し（

自
然
）

ぜ
ん
此
村
へ
入
作
多
候
て
夫
米
詰
夫
の
ざ（

雑

用

）

う
よ
う
に
あ
ま
り
候
ハ
ヽ

此
地
下
の
と
く
用
に
い
た
す
べ
き
也
、又
此
地
下
の
内
に
田
は
た
作
り
候
て
、

其
身
夫
ニ
出
候
事
な
ら
ぬ
者
あ
ら
ば
、
夫
米
出
作
な
ミ
た
る
へ
き
事

一
、
出
作
之
儀
に
い
た
つ
て
ハ
他
郷
よ
り
あ
け
候
儀
も
無
用
た
る
べ
し
、
又
他
郷

の
を
作
り
来
候
を
あ
け
候
儀
も
た
か
い
に
ち
や（

停
止
）

う
じ
の
事

一
、
当
村
の
百
姓
之
内
さ
ん
ぬ
る
小
田
原
御
陣
の
後
ほ（

奉

公

）

う
こ
う
人
・
町
人
・

し（

職

）

よ
く
人
に
成
よ
そ
へ
ま
い
り
候
ハ
ヽ
返
し
候
へ
と
御
は
つ
と
に
候
間
、

き
ゝ
た
て
給
人
に
可
申
候
、
た
と
い
よ
の
里
へ
ま
い
り
田
を
作
り
候
と
も
、

も
と
の
村
へ
め
し
返
し
可
申
候
、
又
よ
そ
の
村
の
百
姓
罷
越
ゐ（

居
）候

と
も
、
地

下
中
ニ
か
ゝ（

抱
）へ

申
ま
し
く
候
、
し
ぜ
ん
か
ゝ
へ
申
者
候
ハ
ヽ
そ
の
者
の
事
ハ

申
に
を
よ
ば
す
地
下
中
く
せ
事
た
る
へ
き
事

一
、
何
事
ニ
よ
ら
す
百
姓
め
い
わ
く
の
事
候
ハ
ヽ
め（

目
安
）

や
す
に
て
そ（

奏

者

）

う
し
や
な
し
に

そ（
訴
訟
）

せ
う
可
申
候
、
又
如
此
申
と
て
す（

筋
）ち

な
き
事
を
申
た
き
ま
ゝ
に
申
候
ハ
ヽ

き（

糺

明

）

う
め
い
の
う
へ
け（

結
句
）

つ
く
其
身
く
せ
事
た
る
べ
き
間
、
か
ね
て
よ
く
下
ニ
て

せ
ん
さ
く
せ
し
め
可
申
上
事

一
、
定
夫
之
外
に
も
地
下
中
又
ハ
里
と
な
り
あ
る
き
な
と
に
は
給
人
ニ
つ
か
ハ
れ

可
申
事

一
、
此
村
も
し
我
等
蔵
入
に
成
候
ハ
ヽ
前
か（

廉
）と

よ
り
蔵
入
の
村
へ
つ
か
は
し
を
き

候
法
度
書
を
も
ち
い
是
を
ほ（

反
故
）

ん
ご
た
る
べ
き
事

一
、
さ（

作

職

）

く
し
き
之
儀
に
い
た
つ
て
ハ
此
さ
き
御
け
ん
ち
の
時
け
ん
地
帳
に
か
き
の

り
申
者
の
さ
ば
き
ニ
仕
、
人
に
と
ら
れ
候
事
も
、
又
む
か
し
わ
か
作
し
き
と

申
て
人
の
を
取
申
事
も
ち
や
う
じ
せ
し
む
る
也
、
付
給
人
に
見
せ
す
か
り
取

田
ハ
免
つ
か
は
し
申
ま
し
き
事

右
九
ヶ
条
如
件
、

　文
禄
五
年

　
　三

月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　治（

石
田
三
成
）

部
少
（
花
押
）

　
　
　

　最
初
に
村
名
が
記
さ
れ
、
巻
末
に
は
「
治
部
少
（
輔
）」
と
い
う
三
成
の
官
職
と

花
押
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
文
字
が
多
く
使
用
さ
れ
、
百
姓
が
掟
書
の
内
容
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。34
十
三
ヶ
条
の

も
の
は
、
九
ヶ
条
の
も
の
の
一
ヶ
条
分
を
二
ヶ
条
に
分
け
る
な
ど
し
て
い
る
た
め
、

条
数
は
異
な
る
が
内
容
は
ほ
と
ん
ど
重
複
し
て
い
る
。

　冒
頭
に
そ
の
村
の
軒
数
を
書
き
、
後
家
や
寺
な
ど
の
人
夫
役
を
負
担
で
き
な
い
家

を
除
き
、
村
が
差
し
出
す
べ
き
人
夫
数
を
確
定
さ
せ
て
い
る
。35
史
料
⑥
を
例
に
見

る
と
、八
条
村
に
は
全
部
で
二
九
軒
あ
り
、そ
の
内
八
軒
が
「
寺
庵
」
や
「
や
も
め
」、

二
軒
は
「
庄
屋
」
や
「
あ
る
き
」
と
な
る
。
そ
の
た
め
、残
り
の
一
九
軒
が
「
役
人
」

と
し
て
詰
夫
六
人
の
夫
役
負
担
を
勤
め
る
こ
と
と
な
る
。
第
一
条
は
、
年
貢
高
の
決

定
に
関
す
る
細
か
い
規
定
が
書
か
れ
て
い
る
。
百
姓
と
「
給
人
」
と
の
間
で
年
貢
高

に
つ
い
て
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
際
は
、
三
分
の
二
を
年
貢
と
し
、
残
り
を
百
姓
の

取
り
分
と
す
る
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
口
米
は
一
石
に
二
升
と
す
る
こ

と
、
枡
は
三
成
が
提
供
を
し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
第

二
条
で
は
、
百
姓
が
必
要
以
上
に
夫
役
を
出
し
た
り
、「
給
人
」
が
規
定
以
上
に
人

夫
を
徴
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
第
三
条
で
は
、
出
作
と
入
作
に
伴
う
夫
米

の
高
に
つ
い
て
規
定
が
さ
れ
て
い
る
。
第
四
条
で
は
、
他
村
へ
の
出
作
と
自
村
へ
の

入
作
、
共
に
耕
地
を
放
棄
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
第
五
条
で
は
、
村
の
百
姓

の
内
で
、
村
を
離
れ
て
武
家
の
奉
公
人
な
ど
に
な
っ
た
者
や
、
他
の
村
へ
行
っ
た
者
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に
つ
い
て
帰
住
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
村
の
住
人
が
町
や
他
村
な
ど
へ

行
っ
て
し
ま
い
、
夫
役
を
負
担
す
る
家
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め

で
あ
る
。
第
六
条
で
は
、
目
安
に
よ
っ
て
三
成
へ
の
直
訴
を
許
し
、
百
姓
を
保
護
す

る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
七
条
で
は
、
定
め
ら
れ
た
人
夫
の
他
に
も
村
内
や
隣

村
へ
の
触
れ
歩
き
な
ど
は
、
規
定
数
以
上
と
な
っ
て
も
対
応
す
る
よ
う
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
第
八
条
で
は
、「
給
人
」
領
で
あ
る
こ
の
村
が
三
成
の
直
轄
領
と
な
っ
た

ら
、
蔵
入
地
に
出
し
た
十
三
ヶ
条
の
掟
書
を
適
用
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

十
三
ヶ
条
の
掟
書
の
方
に
は
、そ
の
反
対
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
九
条
で
は
、

検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
耕
作
者
の
権
利
を
第
一
と
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　つ
ま
り
、
掟
書
の
内
容
は
、
領
主
側
の
夫
遣
い
の
制
限
、
検
地
帳
の
登
録
者
に
対

す
る
耕
作
権
の
保
証
、
升
の
公
定
と
統
一
、
年
貢
率
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
明
示
化
、

武
家
奉
公
人
や
農
・
商
な
ど
の
身
分
確
定
と
居
住
地
の
固
定
化
、「
目
安
」
で
の
百

姓
の
訴
訟
権
の
保
証
な
ど
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。36
一
方
、十
三
ヶ
条
と
九
ヶ

条
の
掟
書
の
違
い
は
、
夫
役
の
賦
課
基
準
に
あ
る
。37
蔵
入
地
（
十
三
ヶ
条
）
の
場

合
は
村
高
を
基
準
と
し
、知
行
地
（
九
ヶ
条
）
の
場
合
は
戸
数
を
基
準
と
し
て
い
る
。

ま
た
、年
貢
米
の
俵
拵
え
に
つ
い
て
、蔵
入
地
の
場
合
は
二
重
俵
を
、知
行
地
の
場
合

は
一
重
俵
を
用
い
る
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
蔵
入
地
の
方
は
、
年
貢
を
遠
隔
地

へ
移
送
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
欠
米
を
極
力
防
ご
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
年

貢
を
京
や
大
坂
へ
移
送
・
販
売
を
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　中
野
等
氏
は
三
成
に
つ
い
て
、「
当
時
の
大
名
の
な
か
で
、
自
己
の
所
領
内
に
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
き
め
細
か
く
、
綿
密
な
規
定
を
発
し
た
例
は
他
に
な
く
、
三
成
の
大

名
・
領
主
と
し
て
の
手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
。38

第
二
節

　
佐
和
山
城
の
改
築

　江
北
四
郡
の
領
主
と
な
っ
た
三
成
は
、
佐
和
山
城
の
大
改
修
と
新
し
く
領
地
と

な
っ
た
村
々
に
掟
書
を
出
し
た
。39
こ
の
二
つ
は
関
係
し
て
お
り
、
文
禄
五
年
の
掟

書
は
佐
和
山
城
の
修
築
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
改
修

の
た
め
に
は
人
足
が
必
要
と
な
る
が
、新
し
く
領
主
と
な
っ
た
三
成
や
そ
の
家
臣
が
、

際
限
な
く
百
姓
や
職
人
を
酷
使
す
る
と
人
の
心
が
離
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
人
足

を
徴
発
す
る
た
め
に
一
定
の
基
準
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
文
禄
五
年
の

掟
書
で
あ
っ
た
。
掟
書
は
、
四
郡
に
む
け
て
発
給
さ
れ
て
い
た
。
三
成
の
家
臣
で
あ

る
須
藤
通
光
が
長
浜
町
の
宿
老
中
に
出
し
た
書
状
が
あ
る
。40
長
浜
町
は
秀
吉
が
城

主
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
諸
役
免
除
の
特
権
を
得
て
い
た
。
そ
の
た
め
夫
役
を
拒

否
し
、
伏
見
に
向
か
い
秀
吉
に
訴
え
た
。
こ
の
書
状
は
、
伏
見
で
は
訴
え
を
認
め
た

が
、
三
成
は
免
除
に
応
じ
ず
、
須
藤
が
夫
役
に
応
じ
る
よ
う
に
と
宿
老
を
説
得
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
文
禄
五
年
に
出
さ
れ
た
書
状
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
既
に
四
郡

の
百
姓
に
普
請
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
佐
和
山
城
の
修
築
は
三

成
の
全
領
地
に
わ
た
る
程
大
規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
村
々
の
負
担
分
の
確
定
と
、
全

て
の
負
担
を
三
成
の
事
業
に
集
中
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。41

第
三
節

　
三
成
の
父
と
兄

　こ
れ
ま
で
三
成
が
村
々
に
出
し
た
掟
書
を
見
て
き
た
が
、
三
成
は
秀
吉
に
近
侍
し

て
い
た
た
め
、
居
城
で
あ
る
佐
和
山
城
に
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
三
成

に
代
わ
っ
て
、
父
が
江
北
四
郡
の
領
内
の
支
配
を
代
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。42
三

成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な
存
在
で
あ
る
父
と
兄
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
き
た
い
。

　三
成
の
父
で
あ
る
石
田
正
継
は
、坂
田
郡
石
田
村
（
長
浜
市
石
田
町
）
の
地
侍
で
、

も
と
も
と
は
石
田
十
左
衛
門
尉
正
継
と
名
乗
っ
て
い
た
。43
北
近
江
の
戦
国
大
名
で

あ
っ
た
浅
井
氏
に
仕
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。44
現
在
、
江
北
地
方
に
は
正
継
が

発
給
し
た
文
書
が
二
〇
通
余
り
残
っ
て
い
る
。

　三
成
の
佐
和
山
城
入
城
は
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
だ
が
、
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
に
江
北
四
郡
を
領
国
と
し
て
い
る
。
正
継
の
統
治
関
係
の
文
書
も
、

文
禄
四
年
以
降
の
も
の
が
大
半
と
な
る
。

【
史
料
⑦
】

法
花
寺
西
蔵
、
対
寺
家
へ
毎
度
任
雅
意
狼
藉
者
ニ
付
而
、
去
年
成
敗
ニ
遣
候
処
、

ち（

逐

電

）

く
て
ん
候
之
条
不
及
是
非
候
、
自
然
其
辺
は（

徘

徊

）

い
く
わ
い
候
者
、
地
下
人
を
り

あ
ひ
、
か
ら
め
と
り
、
め
し
つ
れ
可
罷
上
候
、
於
見
隠
聞
隠
者
可
為
曲
事
候
、

猶
以
至
于
時
相
働
族
於
在
之
者
打
ふ
せ
た
ゝ
き
殺
候
而
も
不
苦
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お（

隠
岐
）き

正
月
廿
三
日
（（
慶
長
二
年
））

　
　
　
　
　
　
　正（

石
田
）継

（
黒
印
）

　
　
　

　
　
　古

橋
地
下
人
中

　こ
の
史
料
は
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
正
月
二
三
日
に
、
正
継
が
古
橋
村
の
地
下

224

（31） （30）
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佐和山城主としての石田三成

人
中
に
、
狼
藉
を
働
い
た
法
花
寺
の
西
蔵
の
逮
捕
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。45
古
橋

村
と
は
、
現
在
の
伊
香
郡
木
之
本
町
古
橋
で
あ
る
。
正
継
は
西
蔵
に
味
方
す
る
者
を

見
つ
け
た
ら
、「
打
ふ
せ
た
ゝ
き
殺
候
而
も
不
苦
候
也
」と
書
い
て
い
る
。
通
常
は「
曲

事
に
申
し
付
け
候
」
な
ど
、
婉
曲
し
た
表
現
を
す
る
が
、
正
継
は
殺
し
て
し
ま
っ
て

良
い
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
正
継
の
命
令
書
は
公
文
書
と
し
て
は
異
例
な
口
語
的
な
文
言
が
多

く
使
用
さ
れ
、太
田
氏
は「「
気
さ
く
」な
人
柄
が
し
の
ば
れ
る
。」と
述
べ
て
い
る
。46

ま
た
、
花
押
や
黒
印
の
他
に
、
当
時
と
し
て
は
異
例
な
藍
印
（
青
い
印
）
を
使
用
し

た
文
書
が
あ
り
、
太
田
氏
は
「
何
事
に
も
「
こ
だ
わ
り
」
を
も
っ
た
、
粋
な
人
物
像

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。47

　三
成
の
兄
で
あ
る
石
田
正
澄
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
木
工
頭
に
任
命
さ

れ
て
い
る
。
天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
に
は
秀
吉
か
ら
美
濃
国
の
検
地
条
目
を
与

え
ら
れ
、
検
地
に
携
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
出
兵
の
際
に
は
、
前
年
か
ら
名
護

屋
城
普
請
や
諸
将
の
出
陣
の
手
配
に
当
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
長
束
正
家
ら

と
連
署
を
す
る
な
ど
、
三
成
と
同
様
に
豊
臣
政
権
の
奉
行
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。

片
桐
貞
隆
や
山
中
長
俊
ら
と
共
に
十
人
衆
と
呼
ば
れ
る
地
位
に
つ
い
て
お
り
、
五

奉
行
ク
ラ
ス
よ
り
一
段
格
下
の
中
堅
役
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
の
醍
醐
の
花
見
の
際
に
は
、
秀
吉
の
側
室
で
あ
る
松
の
丸
殿
に
随
行

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
秀
吉
の
側
近
と
し
て
政
権
の
中
枢
に
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
、
様
々
な
局
面
で
三
成
の
仕
事
を
援
助
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
澄

は
二
万
五
千
石
を
有
す
る
大
名
で
、
本
来
は
正
嫡
で
あ
っ
た
。

　文
禄
四
年
九
月
二
〇
日
に
、
正
澄
は
伊
香
郡
古
橋
村
へ
村
掟
を
出
し
て
い
る
。48

掟
書
の
内
容
は
、
①
「
口
米
二
升
」
の
他
は
付
加
税
を
取
ら
な
い
こ
と
、
②
馬
の
飼

料
と
な
る
「
糠
藁
」
を
村
か
ら
取
っ
た
場
合
は
、
年
貢
と
し
て
計
算
す
べ
き
こ
と
、

③
竹
木
を
勝
手
に
伐
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
、
④
町
へ
奉
公
に
出
た
り
、
村
か
ら
逃
亡

し
た
百
姓
が
あ
れ
ば
、
呼
び
返
す
べ
き
こ
と
、
⑤
田
地
を
荒
ら
さ
な
い
こ
と
の
五
条

と
な
っ
て
お
り
、
①
・
④
は
、
三
成
が
翌
年
に
出
す
十
三
ヶ
条
・
九
ヶ
条
の
掟
書
と

共
通
し
て
い
る
。49
三
成
は
正
澄
の
掟
書
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
の
掟
書
の
案
を
練
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　し
か
し
、正
澄
は
ど
の
よ
う
な
権
限
で
こ
の
文
書
を
出
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

太
田
氏
の
『
近
江
が
生
ん
だ
知
将

　石
田
三
成
』
に
よ
る
と
、
文
禄
四
年
九
月
は
、

三
成
が
江
北
四
郡
を
所
領
と
し
た
後
で
あ
る
が
、
正
澄
が
三
成
の
佐
和
山
領
の
統
治

に
関
わ
っ
て
い
た
形
跡
は
、
こ
の
文
書
以
外
に
は
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

正
澄
と
古
橋
村
が
特
別
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古
橋
村
は
母
親
の
出
生

地
で
、
石
田
家
の
正
嫡
で
あ
っ
た
正
澄
に
、
所
領
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　第
三
章
で
は
三
成
が
出
し
た
十
三
ヶ
条
と
九
ヶ
条
の
掟
書
を
内
容
に
つ
い
て
見
て

き
た
。
掟
書
の
内
容
は
、
領
主
側
の
夫
遣
い
の
制
限
、
検
地
帳
の
登
録
者
に
対
す
る

耕
作
権
の
保
証
、
升
の
公
定
と
統
一
、
年
貢
率
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
明
示
化
、
武
家

奉
公
人
や
農
・
商
な
ど
の
身
分
確
定
と
居
住
地
の
固
定
化
、「
目
安
」
で
の
百
姓
の

訴
訟
権
の
保
証
な
ど
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
た
。
三
成
は
租
税
体
系
を
革
新
し
、

「
民
」
と
「
公
」
の
取
り
分
を
明
確
に
分
け
、「
民
」
に
と
っ
て
の
権
利
と
義
務
を
制

度
化
し
た
。
ま
た
こ
の
掟
書
は
、
佐
和
山
城
の
改
修
に
と
も
な
う
人
足
を
徴
発
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
三
成
の
父
の
人

柄
や
、
兄
が
出
し
た
村
掟
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
正
澄
が
出
し
た
村
掟
と
三
成
が

出
し
た
掟
書
に
は
共
通
点
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

第
四
章

　
他
武
将
の
領
内
支
配

　第
三
章
に
て
掟
書
を
も
と
に
三
成
の
政
策
を
見
て
き
た
が
、
第
四
章
で
は
他
の
武

将
の
政
策
を
見
て
、
三
成
と
比
較
し
て
い
き
た
い
。
織
田
信
長
の
政
権
下
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
近
江
国
江
北
長
浜
領
を
支
配
し
て
い
た
秀
吉
の
政
策
に
つ
い
て
見
て
い

き
た
い
。

　秀
吉
が
最
初
の
支
配
領
域
と
な
る
江
北
地
域
と
関
わ
る
の
は
、
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
六
月
に
信
長
か
ら
横
山
城
（
長
浜
市
堀
部
町
・
石
田
町
）
の
武
将
と

し
て
浅
井
氏
攻
め
の
担
当
と
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
る
。
秀
吉
は
信
長
か
ら

浅
井
氏
滅
亡
の
恩
賞
と
し
て
「
江
北
浅
井
氏
跡
一
職
」
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
基
盤

と
し
て
長
浜
領
が
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。50

　秀
吉
の
領
国
は
、
江
北
長
浜
領
・
播
磨
・
但
馬
・
因
幡
の
各
国
と
考
え
ら
れ
る
が
、

今
回
は
江
北
長
浜
領
の
み
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　秀
吉
や
家
臣
の
発
給
文
書
か
ら
、
政
務
内
容
と
し
て
、
知
行
宛
行
・
寺
領
寄
進
・
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今
浜
城
の
築
城
に
伴
う
普
請
役
賦
課
・
諸
役
免
除
・
用
水
相
論
の
裁
許
な
ど
が
確
認

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
政
務
内
容
に
は
、
信
長
や
宿
老
・
側
近
衆
な
ど
の
政
権
中
枢
の

政
策
関
与
は
な
く
、
排
他
的
自
律
性
が
保
持
さ
れ
て
い
る
。51
ま
た
、
天
正
九
年

（
一
五
八
一
）
二
月
頃
か
ら
、
羽
柴
秀
勝
の
発
給
文
書
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

羽
柴
秀
勝
と
は
、
信
長
の
第
四
子
で
、
秀
吉
の
養
子
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
秀
吉
か

ら
秀
勝
へ
と
長
浜
領
の
支
配
が
委
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
背
景
と
し
て

秀
吉
に
よ
る
中
国
経
略
や
播
磨
・
但
馬
の
支
配
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。

　秀
吉
は
排
他
的
自
律
性
を
保
持
し
な
が
ら
領
国
支
配
を
行
っ
た
が
、
政
権
の
中
枢

と
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
秀
吉
の
家
臣
で
あ
る
杉
原
家

次
の
書
状
に
、
秀
吉
の
領
国
が
秀
吉
に
支
配
さ
れ
て
い
る
領
域
で
あ
る
こ
と
、
そ
の

自
律
性
を
前
提
に
信
長
の
「
御
用
」
の
意
を
受
け
て
応
じ
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。52
秀
吉
が
管
轄
す
る
領
国
は
自
律
し
た
一
つ
の
「
国
家
」
で
あ
り
、
政
権

の
中
枢
か
ら
の
政
策
執
行
は
、
秀
吉
の
判
断
・
了
承
を
得
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　つ
ま
り
、秀
吉
に
よ
る
領
国
支
配
は
、
信
長
な
ど
の
政
権
の
中
枢
の
直
接
的
な
政
策

関
与
は
な
く
、秀
吉
の
判
断
の
も
と
自
律
的
な
支
配
が
行
わ
れ
、そ
し
て
こ
の
領
国
支

配
を
前
提
と
し
て
、織
田
政
権
に
よ
る
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。53

　先
程
か
ら
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
秀
吉
の
領
内
の
支
配
は
排
他
的
自
律
性
が
あ

り
、
秀
吉
の
判
断
な
ど
を
経
て
織
田
政
権
の
政
策
が
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
点

が
、
三
成
の
領
内
支
配
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
政
務
内
容
は
、

さ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
三
成
が
出
し
た
掟
書
は
突
然
考
案
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、秀
吉
の
関
白
就
任
以
来
徐
々
に
固
ま
っ
て
い
っ
た
豊
臣
政
権
が
、

様
々
な
過
程
で
出
し
た
法
令
を
三
成
は
踏
襲
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。54
三
成
の
掟

書
は
豊
臣
政
権
が
出
し
て
き
た
民
政
関
係
の
法
令
を
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、

三
成
の
政
策
自
体
が
豊
臣
政
権
の
政
策
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
秀
吉
の
領

内
支
配
は
自
立
的
で
、
織
田
政
権
の
政
策
は
秀
吉
の
了
承
を
得
て
か
ら
行
わ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
三
成
の
領
内
支
配
は
、
豊
臣
政
権
の
政
策
を
踏
襲
・
改
良
し
て
行

わ
れ
た
。
自
身
の
領
内
の
支
配
と
政
権
と
の
関
わ
り
方
が
三
成
と
秀
吉
の
異
な
る
点

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　本
論
文
で
は
、
石
田
三
成
の
生
涯
を
居
所
と
行
動
を
元
に
見
て
き
た
。
三
成
は
秀

吉
に
近
侍
し
な
が
ら
、
京
都
所
司
代
や
「
五
奉
行
」
と
い
っ
た
役
職
を
勤
め
、
豊
臣

政
権
の
中
枢
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
役
職
を
勤
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
蔵
入
地
の

代
官
で
あ
り
、
城
持
ち
の
大
名
で
も
あ
っ
た
。
後
に
自
身
の
居
城
と
な
る
佐
和
山
城

へ
は
、
伊
藤
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
、
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
四
月
に
、
美
濃
に

所
領
を
持
つ
大
名
で
あ
り
、
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
、
入
城
し
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
で
は
な
く
、
江
北
四
郡
を
治
め
る
城
持
ち

の
大
名
と
し
て
佐
和
山
城
へ
入
城
す
る
の
は
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）八
月
で
あ
っ
た
。

　三
成
は
佐
和
山
城
主
と
し
て
、
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
領
内
の
村
々
に
掟
書

を
出
し
た
。
領
主
側
の
夫
遣
い
の
制
限
、検
地
帳
の
登
録
者
に
対
す
る
耕
作
権
の
保
証
、

升
の
公
定
と
統
一
な
ど
の
掟
書
の
内
容
が
、
百
姓
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
綿
密
に
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
掟
書
は
豊
臣
政
権
が
出
し
た
法
令
を
踏
襲
し
て
い
っ
た
も
の
で
、

民
政
関
係
の
法
令
の
集
大
成
で
あ
り
、「
民
」
の
権
利
と
義
務
を
制
度
化
し
た
も
の
で

あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
豊
臣
政
権
の
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
兄
の

正
澄
が
出
し
た
掟
書
も
踏
襲
し
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
掟
書
は
、
佐
和
山
城
の
修
築
と

密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
佐
和
山
城
の
修
築
を
前
提
と
し
て
掟
書
は
書
か
れ
て
い
た
。

　今
回
、
三
成
の
領
内
支
配
の
政
策
に
つ
い
て
、
掟
書
を
元
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

秀
吉
の
領
内
支
配
と
比
較
し
て
、
三
成
の
領
内
支
配
は
政
権
と
の
関
わ
り
方
が
異
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
察
を
し
た
。
三
成
の
領
内
支
配
は
、
豊
臣
政
権
の
政
策

を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
比
較
し
た
三
成
と
秀
吉
が
領
内

支
配
を
行
っ
た
時
代
に
は
ず
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
今
後
の
課
題
と
し
て
、
同
じ
豊

臣
政
権
の
中
枢
に
い
る
よ
う
な
人
物
と
比
較
し
、
政
策
に
差
異
は
あ
る
の
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
に
両
立
し
て
い
た
の
か
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

注1

　中
野
等
「
石
田
三
成
の
居
所
と
行
動
」（
藤
井
讓
治
編
『
織
豊
期
主
要
人
物
居

所
集
成
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
）
二
九
七
頁

223

佐和山城主としての石田三成

（33） （32）
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佐和山城主としての石田三成

人
中
に
、
狼
藉
を
働
い
た
法
花
寺
の
西
蔵
の
逮
捕
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。45
古
橋

村
と
は
、
現
在
の
伊
香
郡
木
之
本
町
古
橋
で
あ
る
。
正
継
は
西
蔵
に
味
方
す
る
者
を

見
つ
け
た
ら
、「
打
ふ
せ
た
ゝ
き
殺
候
而
も
不
苦
候
也
」と
書
い
て
い
る
。
通
常
は「
曲

事
に
申
し
付
け
候
」
な
ど
、
婉
曲
し
た
表
現
を
す
る
が
、
正
継
は
殺
し
て
し
ま
っ
て

良
い
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
正
継
の
命
令
書
は
公
文
書
と
し
て
は
異
例
な
口
語
的
な
文
言
が
多

く
使
用
さ
れ
、太
田
氏
は「「
気
さ
く
」な
人
柄
が
し
の
ば
れ
る
。」と
述
べ
て
い
る
。46

ま
た
、
花
押
や
黒
印
の
他
に
、
当
時
と
し
て
は
異
例
な
藍
印
（
青
い
印
）
を
使
用
し

た
文
書
が
あ
り
、
太
田
氏
は
「
何
事
に
も
「
こ
だ
わ
り
」
を
も
っ
た
、
粋
な
人
物
像

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。47

　三
成
の
兄
で
あ
る
石
田
正
澄
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
木
工
頭
に
任
命
さ

れ
て
い
る
。
天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
に
は
秀
吉
か
ら
美
濃
国
の
検
地
条
目
を
与

え
ら
れ
、
検
地
に
携
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
出
兵
の
際
に
は
、
前
年
か
ら
名
護

屋
城
普
請
や
諸
将
の
出
陣
の
手
配
に
当
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
長
束
正
家
ら

と
連
署
を
す
る
な
ど
、
三
成
と
同
様
に
豊
臣
政
権
の
奉
行
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。

片
桐
貞
隆
や
山
中
長
俊
ら
と
共
に
十
人
衆
と
呼
ば
れ
る
地
位
に
つ
い
て
お
り
、
五

奉
行
ク
ラ
ス
よ
り
一
段
格
下
の
中
堅
役
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
の
醍
醐
の
花
見
の
際
に
は
、
秀
吉
の
側
室
で
あ
る
松
の
丸
殿
に
随
行

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
秀
吉
の
側
近
と
し
て
政
権
の
中
枢
に
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
、
様
々
な
局
面
で
三
成
の
仕
事
を
援
助
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
澄

は
二
万
五
千
石
を
有
す
る
大
名
で
、
本
来
は
正
嫡
で
あ
っ
た
。

　文
禄
四
年
九
月
二
〇
日
に
、
正
澄
は
伊
香
郡
古
橋
村
へ
村
掟
を
出
し
て
い
る
。48

掟
書
の
内
容
は
、
①
「
口
米
二
升
」
の
他
は
付
加
税
を
取
ら
な
い
こ
と
、
②
馬
の
飼

料
と
な
る
「
糠
藁
」
を
村
か
ら
取
っ
た
場
合
は
、
年
貢
と
し
て
計
算
す
べ
き
こ
と
、

③
竹
木
を
勝
手
に
伐
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
、
④
町
へ
奉
公
に
出
た
り
、
村
か
ら
逃
亡

し
た
百
姓
が
あ
れ
ば
、
呼
び
返
す
べ
き
こ
と
、
⑤
田
地
を
荒
ら
さ
な
い
こ
と
の
五
条

と
な
っ
て
お
り
、
①
・
④
は
、
三
成
が
翌
年
に
出
す
十
三
ヶ
条
・
九
ヶ
条
の
掟
書
と

共
通
し
て
い
る
。49
三
成
は
正
澄
の
掟
書
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
の
掟
書
の
案
を
練
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　し
か
し
、正
澄
は
ど
の
よ
う
な
権
限
で
こ
の
文
書
を
出
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

太
田
氏
の
『
近
江
が
生
ん
だ
知
将

　石
田
三
成
』
に
よ
る
と
、
文
禄
四
年
九
月
は
、

三
成
が
江
北
四
郡
を
所
領
と
し
た
後
で
あ
る
が
、
正
澄
が
三
成
の
佐
和
山
領
の
統
治

に
関
わ
っ
て
い
た
形
跡
は
、
こ
の
文
書
以
外
に
は
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

正
澄
と
古
橋
村
が
特
別
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古
橋
村
は
母
親
の
出
生

地
で
、
石
田
家
の
正
嫡
で
あ
っ
た
正
澄
に
、
所
領
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　第
三
章
で
は
三
成
が
出
し
た
十
三
ヶ
条
と
九
ヶ
条
の
掟
書
を
内
容
に
つ
い
て
見
て

き
た
。
掟
書
の
内
容
は
、
領
主
側
の
夫
遣
い
の
制
限
、
検
地
帳
の
登
録
者
に
対
す
る

耕
作
権
の
保
証
、
升
の
公
定
と
統
一
、
年
貢
率
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
明
示
化
、
武
家

奉
公
人
や
農
・
商
な
ど
の
身
分
確
定
と
居
住
地
の
固
定
化
、「
目
安
」
で
の
百
姓
の

訴
訟
権
の
保
証
な
ど
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
た
。
三
成
は
租
税
体
系
を
革
新
し
、

「
民
」
と
「
公
」
の
取
り
分
を
明
確
に
分
け
、「
民
」
に
と
っ
て
の
権
利
と
義
務
を
制

度
化
し
た
。
ま
た
こ
の
掟
書
は
、
佐
和
山
城
の
改
修
に
と
も
な
う
人
足
を
徴
発
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
三
成
の
父
の
人

柄
や
、
兄
が
出
し
た
村
掟
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
正
澄
が
出
し
た
村
掟
と
三
成
が

出
し
た
掟
書
に
は
共
通
点
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

第
四
章

　
他
武
将
の
領
内
支
配

　第
三
章
に
て
掟
書
を
も
と
に
三
成
の
政
策
を
見
て
き
た
が
、
第
四
章
で
は
他
の
武

将
の
政
策
を
見
て
、
三
成
と
比
較
し
て
い
き
た
い
。
織
田
信
長
の
政
権
下
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
近
江
国
江
北
長
浜
領
を
支
配
し
て
い
た
秀
吉
の
政
策
に
つ
い
て
見
て
い

き
た
い
。

　秀
吉
が
最
初
の
支
配
領
域
と
な
る
江
北
地
域
と
関
わ
る
の
は
、
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
六
月
に
信
長
か
ら
横
山
城
（
長
浜
市
堀
部
町
・
石
田
町
）
の
武
将
と

し
て
浅
井
氏
攻
め
の
担
当
と
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
る
。
秀
吉
は
信
長
か
ら

浅
井
氏
滅
亡
の
恩
賞
と
し
て
「
江
北
浅
井
氏
跡
一
職
」
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
基
盤

と
し
て
長
浜
領
が
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。50

　秀
吉
の
領
国
は
、
江
北
長
浜
領
・
播
磨
・
但
馬
・
因
幡
の
各
国
と
考
え
ら
れ
る
が
、

今
回
は
江
北
長
浜
領
の
み
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　秀
吉
や
家
臣
の
発
給
文
書
か
ら
、
政
務
内
容
と
し
て
、
知
行
宛
行
・
寺
領
寄
進
・
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今
浜
城
の
築
城
に
伴
う
普
請
役
賦
課
・
諸
役
免
除
・
用
水
相
論
の
裁
許
な
ど
が
確
認

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
政
務
内
容
に
は
、
信
長
や
宿
老
・
側
近
衆
な
ど
の
政
権
中
枢
の

政
策
関
与
は
な
く
、
排
他
的
自
律
性
が
保
持
さ
れ
て
い
る
。51
ま
た
、
天
正
九
年

（
一
五
八
一
）
二
月
頃
か
ら
、
羽
柴
秀
勝
の
発
給
文
書
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

羽
柴
秀
勝
と
は
、
信
長
の
第
四
子
で
、
秀
吉
の
養
子
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
秀
吉
か

ら
秀
勝
へ
と
長
浜
領
の
支
配
が
委
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
背
景
と
し
て

秀
吉
に
よ
る
中
国
経
略
や
播
磨
・
但
馬
の
支
配
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。

　秀
吉
は
排
他
的
自
律
性
を
保
持
し
な
が
ら
領
国
支
配
を
行
っ
た
が
、
政
権
の
中
枢

と
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
秀
吉
の
家
臣
で
あ
る
杉
原
家

次
の
書
状
に
、
秀
吉
の
領
国
が
秀
吉
に
支
配
さ
れ
て
い
る
領
域
で
あ
る
こ
と
、
そ
の

自
律
性
を
前
提
に
信
長
の
「
御
用
」
の
意
を
受
け
て
応
じ
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。52
秀
吉
が
管
轄
す
る
領
国
は
自
律
し
た
一
つ
の
「
国
家
」
で
あ
り
、
政
権

の
中
枢
か
ら
の
政
策
執
行
は
、
秀
吉
の
判
断
・
了
承
を
得
て
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　つ
ま
り
、秀
吉
に
よ
る
領
国
支
配
は
、
信
長
な
ど
の
政
権
の
中
枢
の
直
接
的
な
政
策

関
与
は
な
く
、秀
吉
の
判
断
の
も
と
自
律
的
な
支
配
が
行
わ
れ
、そ
し
て
こ
の
領
国
支

配
を
前
提
と
し
て
、織
田
政
権
に
よ
る
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。53

　先
程
か
ら
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
秀
吉
の
領
内
の
支
配
は
排
他
的
自
律
性
が
あ

り
、
秀
吉
の
判
断
な
ど
を
経
て
織
田
政
権
の
政
策
が
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
点

が
、
三
成
の
領
内
支
配
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
政
務
内
容
は
、

さ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
三
成
が
出
し
た
掟
書
は
突
然
考
案
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、秀
吉
の
関
白
就
任
以
来
徐
々
に
固
ま
っ
て
い
っ
た
豊
臣
政
権
が
、

様
々
な
過
程
で
出
し
た
法
令
を
三
成
は
踏
襲
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。54
三
成
の
掟

書
は
豊
臣
政
権
が
出
し
て
き
た
民
政
関
係
の
法
令
を
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、

三
成
の
政
策
自
体
が
豊
臣
政
権
の
政
策
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
秀
吉
の
領

内
支
配
は
自
立
的
で
、
織
田
政
権
の
政
策
は
秀
吉
の
了
承
を
得
て
か
ら
行
わ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
三
成
の
領
内
支
配
は
、
豊
臣
政
権
の
政
策
を
踏
襲
・
改
良
し
て
行

わ
れ
た
。
自
身
の
領
内
の
支
配
と
政
権
と
の
関
わ
り
方
が
三
成
と
秀
吉
の
異
な
る
点

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　本
論
文
で
は
、
石
田
三
成
の
生
涯
を
居
所
と
行
動
を
元
に
見
て
き
た
。
三
成
は
秀

吉
に
近
侍
し
な
が
ら
、
京
都
所
司
代
や
「
五
奉
行
」
と
い
っ
た
役
職
を
勤
め
、
豊
臣

政
権
の
中
枢
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
役
職
を
勤
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
蔵
入
地
の

代
官
で
あ
り
、
城
持
ち
の
大
名
で
も
あ
っ
た
。
後
に
自
身
の
居
城
と
な
る
佐
和
山
城

へ
は
、
伊
藤
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
、
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
四
月
に
、
美
濃
に

所
領
を
持
つ
大
名
で
あ
り
、
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
、
入
城
し
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
秀
吉
の
蔵
入
地
の
代
官
と
し
て
で
は
な
く
、
江
北
四
郡
を
治
め
る
城
持
ち

の
大
名
と
し
て
佐
和
山
城
へ
入
城
す
る
の
は
文
禄
四
年（
一
五
九
五
）八
月
で
あ
っ
た
。

　三
成
は
佐
和
山
城
主
と
し
て
、
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
領
内
の
村
々
に
掟
書

を
出
し
た
。
領
主
側
の
夫
遣
い
の
制
限
、検
地
帳
の
登
録
者
に
対
す
る
耕
作
権
の
保
証
、

升
の
公
定
と
統
一
な
ど
の
掟
書
の
内
容
が
、
百
姓
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
綿
密
に
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
掟
書
は
豊
臣
政
権
が
出
し
た
法
令
を
踏
襲
し
て
い
っ
た
も
の
で
、

民
政
関
係
の
法
令
の
集
大
成
で
あ
り
、「
民
」
の
権
利
と
義
務
を
制
度
化
し
た
も
の
で

あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
豊
臣
政
権
の
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
兄
の

正
澄
が
出
し
た
掟
書
も
踏
襲
し
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
掟
書
は
、
佐
和
山
城
の
修
築
と

密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
佐
和
山
城
の
修
築
を
前
提
と
し
て
掟
書
は
書
か
れ
て
い
た
。

　今
回
、
三
成
の
領
内
支
配
の
政
策
に
つ
い
て
、
掟
書
を
元
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

秀
吉
の
領
内
支
配
と
比
較
し
て
、
三
成
の
領
内
支
配
は
政
権
と
の
関
わ
り
方
が
異
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
察
を
し
た
。
三
成
の
領
内
支
配
は
、
豊
臣
政
権
の
政
策

を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
比
較
し
た
三
成
と
秀
吉
が
領
内

支
配
を
行
っ
た
時
代
に
は
ず
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
今
後
の
課
題
と
し
て
、
同
じ
豊

臣
政
権
の
中
枢
に
い
る
よ
う
な
人
物
と
比
較
し
、
政
策
に
差
異
は
あ
る
の
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
に
両
立
し
て
い
た
の
か
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

注1

　中
野
等
「
石
田
三
成
の
居
所
と
行
動
」（
藤
井
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織
豊
期
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要
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物
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所
集
成
』
思
文
閣
出
版
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二
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二
九
七
頁
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